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Abstract 
 

In December of 2020, the author purchased a volume of the “Tateyama kaisan engi” 
(Tateyama mountain-opening foundation legend) from a private owner in Mito City, 
Ibaraki Prefecture. The manuscript, entitled “Tateyama engi” (Tateyama foundation 
legend), was copied in 1630.This article first transcribes the newly discovered manuscript 
and then compares it to those extant recensions of “Tateyama kaisan engi” that bear a clear 
date or for which we can estimate the dating.Thus four “Tateyama engi” are compared: the 
1630 copy manuscript in the Fukue collection, a mid-Edo-period manuscript in the 
possession of Zentoku zakki, a 1779 copy manuscript in the Nikkō-bō collection, and an 1853 
copy manuscript in the Enmei-in collection.A detailed comparison of word similarity among 
these four works reveals a match of around 80 percent. We can therefore conclude that the 
content of “Tateyama engi” was already established by the Sengoku period, that it barely 
changed since that time, and that there was content continuity through the Bakumatsu 
years at the end of the Edo period.  

Key Words：The cult of Tateyama , Tateyama foundation legend   
            Tateyama mountain-opening foundation legend , Ashikuraji , Iwakuraji 

はじめに

立山信仰史研究の分野において、立山開山や立山開山縁起に関する諸問題はとりわけ重要な

課題として扱われてきた。これらについては木倉豊信氏１や佐伯立光氏２、高瀬重雄氏３、五来

重氏４、廣瀬誠氏５らの先学諸氏、あるいは富山県［立山博物館］６によって研究が蓄積され、

1950 年代から 1980 年代までには概括論ができていたが、その後は元来関連史料が少ないた

め、目立った進展が見られなかった。しかし、それが近年、再び活況を呈している。 
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ことの発端は、これまでの研究史の整理とそれをもとに新論を示した米原寛氏の論文「検証

「立山開山」について」７に対し、久保尚文氏が論文「「立山開山」と園城寺―越中地域史研究

の原点⑤―」８で激しく異議を唱えたことにあった。久保氏はその後も「佐伯有若「立山開山」

と東大寺―越中地域史研究の原点⑥―」９、「立山開山と佐伯氏の祈願―越中地域史研究の原点

⑦―」１０、「院政期の越中立山修験と霊験―越中地域史研究の原点⑨―」１１と、前掲稿と併せ

て 4 本の論文で持論を展開し、一方、米原氏もこうした久保氏の指摘に対応しながら、単著『立

山信仰史研究の諸論点』１２において立山の開山や立山開山縁起に関する持論を展開した。両者

の間にはそもそもの問題として、「開山」の定義に対する大きな隔りがあり、容易に噛み合わ

ないように思われる。 
さて筆者は、本稿において立山開山縁起を検討課題とするが、前述の古代・中世に主眼を置

いた米原・久保両氏の論義に関与、あるいは批評することはしない。むしろ立山開山縁起の歴

史的な展開を近世から中世に遡るかたちで検討していきたいと考えている。その際、分析史料

とするのは、筆者が令和 2 年（2020）12 月に茨城県水戸市の個人から購入した、寛永 7 年（1630）
の「立山縁起」と題する、立山開山縁起の 1 冊である１３（写真 1～写真 4）。この古文書史料

の形態は 4 丁立ての袋綴（紙縒綴）で、大きさは縦 23.0cm×横 16.5cm である。江戸時代初期

の史料ということもあり、残念ながら経年劣化や虫食いダメ－ジが顕著である。 
本稿では、まずこの新出の史料を全文翻刻しておきたい。次に既存の各種の立山開山縁起の

うち、成立時期が明らかな「立山縁起」か、あるいは成立年代の推測が可能な「立山縁起」だ

けを選び、今回の新出の史料と細かく対照させ、用語を中心に内容を比較し、その異同から「立

山縁起」諸本の関係性を分析したい。さらにそれに基づき、新史料の意義・位置づけについて

も若干の考察を試みたい。 
 

１１．．立立山山開開山山縁縁起起のの種種類類

 
立山を阿弥陀如来のお告げによって開山（仏教修行ができるように、登山道を整備したり堂

舎を建てたりする）した人物は、一般的には「佐伯有頼」（佐伯有若や地元の狩人とする場合

もある）とされているが、それにまつわる物語を記したものが、いわゆる“立山開山縁起”で

ある。 
同縁起には、『類聚既験抄』（鎌倉時代編纂）や『伊呂波字類抄』10 巻本の「立山大菩薩顕

給本縁起」（鎌倉時代初期）１４、『神道集』巻 4 の「越中立山権現事」（南北朝時代編纂）、

『高田大明神縁起（丹表紙本）』下巻（写本、慶長 4 年〔1599〕）の裏書注釈（有頼の記述）１５、

『和漢三才図会』巻 68 の「立山権現」（江戸時代正徳期編纂）など、幾つかの種類が見られる。

また、このほかにも、立山信仰の拠点集落であった立山山麓の芦峅寺と岩峅寺に、宿坊衆徒や

社人により江戸時代に制作された「立山大縁起」や「立山小縁起」、「立山略縁起」、「立山

縁起」などが何点か見られる。 
 

２２．．立立山山山山麓麓のの芦芦峅峅寺寺とと岩岩峅峅寺寺にに伝伝わわるる立立山山開開山山縁縁起起

２２――１１．．芦芦峅峅寺寺のの宿宿坊坊にに関関わわるる立立山山大大縁縁起起

芦峅寺の宿坊に関わる立山大縁起には次のものがある。((11))日光坊「立山大縁起三巻」（3 巻

・日光坊所蔵）。内訳は「立山峯宮和光大権現縁起」（安永 8 年〔1779〕写）、「□（1 字欠

損）□（1 字難読）姥堂大縁起〔芦峅姥堂大縁起〕」（安永 8 年写）、「神分」（安永 8 年

写）。((22))権教坊「立山大縁起三巻」（3 巻 1 冊・芦峅寺一山会所蔵）。内訳は「立峯宮和光

大権現縁起」（文化 14 年〔1817〕写）、「芦峅中宮寺姥堂大縁起」（文化 14 年写）、「無
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題（｢神分｣か）」（文化 14 年写）。((33))泉蔵坊「立山大縁起三巻」（3 巻 1 冊・円隆寺所蔵）。

内訳は「立山宝（峰）宮和光大権現縁起」（文政 12 年〔1829〕に龍淵改訂）、「芦峅中宮御

姥尊縁起」、「神分」。((44))善道坊「立山大縁起（「立山峰宮和光大権現縁起」）」（書写年

未詳、富山県［立山博物館］所蔵）。この他、2017 年に山吉頌平氏が発見した、森田盛昌『漸

得雑記』巻 21 所収「越中立山縁起」（寛文 7 年〔1667〕～享保 17 年〔1731〕盛昌の没年）

１６がある。 

２２――２２．．芦芦峅峅寺寺のの宿宿坊坊にに関関わわるる立立山山略略縁縁起起

芦峅寺の宿坊に関わる立山略縁起には次のものがある。((11))相真坊「立山略縁起」（1 冊・

表紙に享保期に改め記すとある）（相真坊所蔵）。((22))大仙坊「立山略縁起」（表題なし・継

紙・年次未詳）（大仙坊所蔵）。((33))「立山略縁起 芦峅寺宝泉坊」（宝泉坊所蔵）（1 冊・ガ

リ版摺り・年次未詳）。((44))宝泉坊「立山縁記（内題：立山大権現略縁記）」（1 冊・年次未

詳）（宝泉坊所蔵）。((55))権教坊「立山略縁起」（1 冊・文化 13 年〔1816〕）（芦峅寺一山会

所蔵）。((66))宝泉坊「立山略縁起」（折本・年次未詳）（宝泉坊所蔵）。((77))芦峅寺「立山略縁

起」（1 冊・版本・年次未詳）（富山県立図書館所蔵）。((88))龍淵「立山本地阿弥陀如来略記」

（1 冊・龍淵直筆・文政後期）（日光坊所蔵）。 

２２――３３．．岩岩峅峅寺寺のの宿宿坊坊にに関関わわるる立立山山縁縁起起

岩峅寺の宿坊に関わる立山縁起には次のものがある。((11))延命院「立山縁起」（嘉永 6 年

〔1853〕）（延命院所蔵）１７。((22))氷見市論田の光伝寺「立山縁起」（旧岩峅寺明星坊本、文

政元年〔1818〕）（光伝寺所蔵）１８。 

２２――４４．．岩岩峅峅寺寺のの宿宿坊坊にに関関わわるる立立山山小小縁縁起起、、及及びび立立山山大大縁縁起起

岩峅寺の宿坊に関わる立山小縁起には次のものがある。((11))「立山小縁起 天保年代」（1 巻

・天保期〔1830～1843〕）（岩峅寺雄山神社前立社壇所蔵）１９。((22))「立山小縁起一巻 安政

2、卯年（1855）正月 玄清、五冊之内第三」（岩峅寺延命院所蔵）２０。 
((33))寛延 2 年（1749）3 月、立山別当岩峅寺が提出した「由緒書上帳」２１。 

一方、立山大縁起については、安田良栄氏が『富山史壇 第 128 号』において、((44))「立山

社記 明治 縁起写を含む」（岩峅寺延命院所蔵）が立山大縁起であることを論じている２２。 
さて、以上の一連の縁起史料から、慈興が作ったと称される立山縁起が従来から存在して

いたこと、また享保元年（1706）の時点には、少なくとも大縁起・小縁起 2 種の立山縁起が

あったことがわかる。 

３３．．寛寛永永７７年年（（ ））のの「「立立山山縁縁起起」」のの翻翻刻刻

 
寛永 7 年（1630）の「立山縁起」には表紙はなく、8 丁の袋綴じ冊子で、大きさは縦 23.0cm×

横 16.5cm である。文字が書かれているの 1 丁表から 8 丁表までである。 
さて、以下は同書の翻刻文である。私に句読点を付した。虫損などの破損で読み取れない箇

所、及び難読の箇所は、1 字の場合は「□（1 字欠損）」「■（１字難読）」の表記で、複数の

文字が想定される場合は「［以下欠損］」で示した。内容分析の際の利便を考えて、私に

本文をＡからＲの文段に区分した。翻刻文中の□1 から□69までの番号は、写真 6 から写真 9
の（1）から（69）に対応する。 
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Ａ

立山縁起

当山禅定、神祇七代開起、伊［□１（弉カ）］諾ノ霊廟。是則、陰陽交愛、元来衆生流出根本

土也。

Ｂ

既、御神、自 二 天ノ浮橋 一 上 一 、達［建カ］ 二 立、我国秋津
ツ

嶋、天下八識田中変化七色想

、易地神五代和光、於濁世百王交塵ニ、劫初四性八天、生長御神子等、当正豊
トヨ

蘆
アシ

原
ハラ

四方［□２

（イカ）］、伊勢国郡数村、尓来〆天
タカ

間
マカ

原
ハラ

神禅定［□３ （本ノママ）］宮居本号日域。（以上、

１丁表）豦八万諸神達成、［以下欠損］夜二時願向。

Ｃ

［□４ （本ノママ）］、魂魄故此向名五常堅固立山□□（２字欠損）垂跡令号雄尾大神、為五戒

南梁。現御本地極楽教主阿弥陀仏、高住［□５ （持カ）］ 二 龍花［□６ （本ノママ）］五百光隠

。麓守都
ト

卒
ソツ

寂光 天
アマノ

巌
イハ

戸
ト

云々。（以上、１丁裏）

Ｄ

然者

大宝元季辛丑二月十六日、志加京四条部主越中守佐
サ

伯
イキ

有
アリ

若
ワカ

朝臣、始［□７ （本ノママ）］［□８ （

本ノママ）］。同二年九月十三日、嫡男有
アリ

頼
ヨリ

、新川郡［□９ （布カ）］［□10 （西カ）］院入、

検田時、父ノ鷹［□11 （申カ）］請、数
ス

日
ニチ

［□12 （本ノママ）］田ノ間、彼鷹俄ニ指 レ 南ヲ［□13

（遙カ）］ノ［□14 （山欤）］ヘ者 羽
トビアガリ

、初メ舞 レ 麓トニ、俺 レ 翅
ツハサ

ヲ、後チ遊 レ 峯ニ、通□

（１字欠損）。鷹ガ峯子是レ也。

Ｅ

然レ間、聞 二 鈴呼 一 彼餌ヲ置キ、［以下欠損］鷹峯是也。弥［以下欠損］飛谷ニ 一 、更（

不）（還）［以下欠損］（以上、２丁表）時キ、父ニ令ル レ 達 二 事由［以下欠損］全ク不

レ 可 レ ［□15 （召カ）］フ云々。
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Ｆ

而〆有
アリ

（頼）大［□16 （驚カ）］キ、猶ヲ深山［以下欠損］鷹払 レ 霧ヲ、夕ニ敷 レ 衣、臥 レ

雪ニ、志鷹峯是也。爰、値 レ 熊、放 レ 矢
ヤ

ヲ畢。件ノ熊、乍ラ 二 矢ヲ立
タテ

一 、登 二 高山 一 。

熊雄嶽是也。則［□17（追カ）］二 鷹ノ影 一 臣 追
アフテ

二 熊ノ跡ヲ 一 、尚ヲ登 二 高山 一 。小
コ

山
ヤマ

嶽
カタケ

是也。遙ニ巖窟四十九窟在之。或、分 二 仙洞霞 一 、求 レ 之。仙人窟是也。石塔有也。或、

凌龍山雲［□18 （本ノママ）（尋欤）］。龍王嶽是也。龍神（以上、２丁裏）多之［□19 （本ノマ

マ）（而カ）］、鷹滄天［□20 （［□21 ］カ）（垂カ）］テ レ 、翅而、納 二 五鈷 一 。釼御山是

也。

Ｇ

熊、青巖ニ流 レ 血、入 二 仭宝窟 一 。玉
タマ

殿
トノ

岩屋是也。此窟ヲ見レ者、我カ射ル所ノ矢
ヤ

、金色

ノ阿弥陀如来ノ御胸ヲ［□22 （誤カ）］ル。于時、 抛
ナゲウチ

二 弓箭 一 、合掌シ、切 二 鬢髪 一 、

［□23 （無髪ヲ云））］頭紅-涙
ルイ

（ナミダ）スルヲ良久シ。金容早ク隠シ、生身ノ弥陀、親奉

レ 拝。

Ｈ

則冥加 蒙
カウムル

二 教勅 一 、仍 レ 之ニ、宿善薫 レ 内ニ、新ニ願発外。蓋、浄戒□（１字欠損）木

刄、生仏欲行□□（２字欠損）。麓ニ有 二 一聖跡 一 。［以下欠損］（以上、３丁表）但雖

レ 聞件ノ名［以下欠損］間遙［以下欠損］。則、詣ルニ、［□24 （備欤）］門、有 二 ［□25

（本ノママ）（上欤）］□（１字欠損） 一 。号 二 薬勢 一 。清涼山□（１字欠損）殊、後身ナ

リ。有 二 弟子 一 名 二 慈朝 一 。爰、受 二 戒、法 一 、慈興ト称ス。弥陀ノ再誕也。

Ｉ

同廿三日、尚ヲ、至ル 二 高山ノ麓ニ 一 。小山嶽是也。其砌ニ有（二）大窟（一）四十九窟是也

。同辺、奇峙峯楊［□26 （杖カ）］嶽是也。慈興■（１字難読）處楊枝栄是也。件ノ窟入定シ

、従 二 十月一日 一 、不断ニ読 二 誦、方広法花経 一 、弥陀念仏、無 二 間断 一 。同二十八日

（以上、３丁裏）示現〆云ク、我小山之大明神、本躰ハ大日如来。自此東、泰嶽有。是、立

山ニ垂ル レ 跡、則、弥陀ノ妙躰也。謂［□27 （本ノママ）］、名一轝。腰、名二轝。肩、名三

轝。頭、名四轝。鳫瑟、五轝云々。

 
 
 
 

5（55）



Ｊ

上人蒙 二 示現ヲ 一 、後チ、送リ レ 月ヲ、重子 レ 日ヲ、至心ニ、積ム レ 功ヲ之間タ、以テ

同三年三月十五日、示現ニ云、金剛手威徳王菩薩、我随身眷属、十万金剛童子□（１字欠損

）光仏。十攸王子。（以上、４丁表）

Ｋ

第一王子、刀［□28 （稚欤）］天［以下欠損］王子、火［以下欠損］。第三王子、禅師王子龍

樹菩薩。□□（２字欠損）崎聖観音。第五王子、豊［□29 （棓）（ハウ）］雄、得大勢至。第

六王子、湯
タウ

［□30 （棓）（ハウ）］無［□31 （着欤）］菩薩。第七、吉部文殊師利菩薩。第八 

、龍大明神普賢菩薩。第九、湯
タウ

河千手観音。第十、［□32 （稚欤）（チ）］原
ゲン

如意輪観音。

Ｌ

十二光仏。

大
オフ

汝
ナンヂ

、清浄光仏。砂嶽、炎王光仏。別山帝釈、観（以上、４丁裏）喜光仏。中津原、智恵

光仏。断材坂。不断光仏。［□33 （□34 ）（リヨウ）］窟、超日月光仏。五千原、難思光仏。

箱折、無称光仏也。破山、無量光仏。［□35 （熊）］［□36 （雄）］、無［□37 （□38 ］光仏。

根雄、無対光仏。国見、無辺光仏。為
タル

二 森 一 林ノ中、［離
リ

（□39 カ）］々
リ

タル霊
レイ

草
サウ

、［迷（

迹欤）］吾眷属所右［居欤］也。

Ｍ

又八所ノ有 二 小窟 一 。其中ニ大ナル有 レ 窟。名 二 玉殿 一 。上人速ニ来見スト云々。四月

八日午ノ剋、玉殿［以下欠損］キ、慈興起居［以下欠損］南無西方阿弥陀［以下欠損］（以

上、５丁表）礼拝、此窟ニ入定□（１字欠損）七［以下欠損］俗告曰、［以下欠損］和光ハ

有情ト曰ク、至 二 今日 一 迄、雖 レ 経ト、五百歳［以下欠損］、衆生、我ト与 二 慈興 一 共

ニ、衆生ヲ渡ント云々。

Ｎ

慶雲元年甲辰六月十八日、又示〆云、自 レ 此 乾
イヌイ

ノ方、有 二 一ノ［□40 （隈
クマ

欤）（ワイ）］

一 。有 二 八大地獄 一 。惣〆、現 二 一百三十六地獄 一 有之。日本国ノ衆生悉ク堕 二 立山地

獄 一 、厚障ノ煙リ消へ、重苦ヲ受軽ク、永ク転シ 二 生死ノ報ヲ 一 、遂ニ至ルト 二 不退位ニ

一 云云。法華経記、其外伝記、證-跡多 レ 之。
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Ｏ

山-嶽、雖モ（以上、５丁裏）為ト 二 峨々 一 、峯ニ、移シ 二 九品ノ浄土ヲ 一 、十界、依（

正□〔１字欠損〕セルカ）無 レ 隔。谷ニ、現 二 八大地獄 一 、猛々ノ炎火、似 二 ［□41 （□42

欤）］［□43 （照欤）（真欤）又タ（炎欤）］［□44 （眼欤）］ 耀
カカヤキ

（ヤウ）赤赫
カク

々
カク

［□45 （叨）

（コウ）（タリ）］。［□46（□47 欤）（クワン）（ヨブ）］ノ雷-皷供ニ［□48（□49 欤）］［□50

（身欤）］。都［□51 （染欤）］、浄不二ノ［□52 （感欤）］応、邪正、即ノ一之瑞イ示
ジ

也。

Ｐ

抑、立山権現、是熊化〆。刀尾天神是也鷹化〆。一万眷属、左ノ方文殊。十万金剛童子、右

ノ方普賢。已上来鳥化〆山谷［□53 （充
チウ

カ）］［□54 （満カ）］。十□（１字欠損）光仏、弥

陀之変化。八大童子、不動ノ化身［以下欠損］（以上、６丁表）天神、是レ立山権現［以下

欠損］。有 二 七宝ノ瀧 一 清［以下欠損］大［本カ］躰不動明王、垂跡刀
タウ

尾
ビ

天神。是□（１

字欠損）楼羅王、則、鷹ト示現スル也。［□55 （千カ）（上人欤）］殊嶽、是大明神ノ之垂跡

也。多門天王、或ハ薬師如来、龍王カ嶽、雷［□56 （音欤）］王仏龍神集ル。是レ釼キノ御山

、刀尾天神、五鈷釼嶽。地獄谷、地蔵菩薩。玉
タマ

殿
ﾄﾞﾉ

、吉祥天。自 二 越中 一 詣
ケイスル

人ノ宿トハ、

立山権現宿所ト云々。虚空蔵窟也。自 二 信州 一 詣スル人ノ宿ハ、本躰獅子無畏観音［□57 （

検カ）］［□58 □
シヨウ

（１字欠損）カ］嶽、本躰（以上、６丁裏）不照観音。雷電本躰、天人丈

夫観音、或ハ阿弥陀如来ト云々。

Ｑ

但シ此峯為躰、［□59 （□60 カ）（ヨブ）（音・クワン）］巖［□61 （重カ）］ニ有之手而、［

□62 （忉カ）］利ノ雲ヲ可 レ 取手。幽谷、為 二 深々 一 、風輪際ヲ可 レ 踏。翠嶺高々トメ而

、廻ル レ 東ニ者也。東漸鷲頭之法［□63 （楼カ）（摂カ）］我山［□64 （本ノママ）］、碧水冷

々ト〆而、西ニ流レ、細度鶏首教、表此ノ谷。一度踏 二 此岸 一 者、永ク離 二 三途鐵網ヲ 一

。一度○呑ム 二 此水 一 者ハ、必ス座 二 七宝ノ金台 一 。吾レ善悪□（１字欠損）類ヲ、欲

レ 為
セント

二 引接 一 。汝願ニ垂跡、可 レ 造 二 中宮 一 。若［以下欠損］（以上、７丁表）之中悪

王等
ラ

誹謗□（１字欠損）、我山ニ来至ハ、吾カ可［以下欠損］像 一 。猶
ナヲ

、無ハ 二 霊
レイ

験
ゲン

一 、

焼香散花〆、［□65 （重欤）］テ［□66 （動欤）］ 二 我形像 一 。向 二 其［□67 （方カ）］面 一

、必可 レ 有 二 霊験 一 云々。
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Ｒ 

上人出(レ)室ヲ、同月廿九日、自(二)玉殿(一)下四十里行、至高崩言所、是レ本宮立蔵大明

神、本体定光。於(レ)是ニ、一七日ノ間入定ス。示現シテ而云、自(二)此河(一)北タ平原、

有(二)其内一水流(一)。廻(レ)西、三茎芦生、中出。是レ垂ノ跡池云々。有(二)貴俗(一)云、遍(

レ)為ノ證ノ衆像此所ニ置テ、円宗ヲ［□68 （護）］（以上、７丁裏）持、待ノ(二)龍花会

ヲ(一)云々。依(二)結講ニ宝宮ヲ(一)、造(-二-)立精舎(一)、安(-二-)置弥陀三尊(一)、勤修シテ仏神

ニ事ヲ、奉(レ)祈(二)聖朝安穏施［□69 （施カ、又ハ随カ）］(一)、不(レ)致サ(二)懈怠ヲ(一)。立

山権現御垂跡縁起、如(レ)斯。 

 
寛永七年 林鐘吉日 
（梵字） 阿弥陀 
（梵字） 不動（以上、８丁表） 

４４．．『『立立山山縁縁起起』』のの制制作作者者ににつついいてて

今回、筆者が入手した『立山縁起』には、本文中の□1 から□69の事例が示すように、寛永 7 年

（1630）の段階で、制作者（氏名不明）が既存の立山縁起の文字を一字一句精査しながら書写

した痕跡が見られる。したがって、この『立山縁起』の原本は寛永 7 年（1630）よりさらに古

い時期に成立していたことになる。おそらく江戸時代以前には既に成立していとも考えられる。

また、本文中□1 から□69にわたる精査の痕跡は、制作者の『立山縁起』の模写に対する強い制作

意欲や正確性を求める気持ち、制作の必要度を示している。以上の要件を整理してこの『立山

縁起』の制作者の人物像を推測すると、立山縁起にそれほど詳しくはないが、それを書写しな

ければならない強い動機を持ち、また、漢字の習熟度がやや低いといった人物像が浮かび上がる。 
そして、以上の条件に当てはまる人物像を推測すると、立山山麓の立山信仰に関わる一山組

織の若小僧、あるいは若僧の階級の若者・青年たちが挙げられる。 
少し説明を加えると、天保 3 年（1832）の「当山若僧定書帳」２３から、芦峅寺一山組織の衆

徒・社人には階級があり、その 30 歳までを見ていくと、8 歳から 14 歳までが若小僧、15 歳か

ら 30 歳までが剃髪して若僧（数十名）と呼ばれ、それぞれの修学課程に励んでいたことがわか

る。さらに、特に 15 歳になるまでに、立山大縁起 3 巻と天台宗の法華懺法をしっかりと学ば

なければならなかった２４。この史料は江戸時代後期の成立で、かつ芦峅寺一山の史料であるが、

岩峅寺一山組織も芦峅寺と概ね同じような階級制であることを考えると、芦峅寺一山にとって

も、岩峅寺一山にとっても、立山衆徒のアイデンティティとも言える立山縁起の修学は、江戸

時代を通して続けられてきたと考えられ、寛永 7 年（1630）の『立山縁起』の制作者は、立山

信仰に関わる一山組織の 15 歳前後の若小僧か若僧の衆徒が制作したものと考えられる。 
 

  

Ｒ

上人出 レ 室ヲ、同月廿九日、自 二 玉殿 一 下四十里行、至高崩言所、是レ本宮立蔵大明神、

本体定光。於 レ 是ニ、一七日ノ間入定ス。示現シテ而云、自 二 此河 一 北タ平原、有 二 其内

一水流 一 。廻 レ 西、三茎芦生、中出。是レ垂ノ跡池云々。有 二 貴俗 一 云、遍 レ 為ノ證ノ

衆像此所ニ置テ、円宗ヲ［□68 （護）］（以上、７丁裏）持、待ノ 二 龍花会ヲ 一 云々。依

二 結講ニ宝宮ヲ 一 、造 -二- 立精舎 一 、安 -二- 置弥陀三尊 一 、勤修シテ仏神ニ事ヲ、奉 レ 祈

二 聖朝安穏施［□69 （施カ、又ハ随カ）］ 一 、不 レ 致サ 二 懈怠ヲ 一 。立山権現御垂跡縁起、

如 レ 斯。

寛永七年 林鐘吉日

（梵字） 阿弥陀

（梵字） 不動（以上、８丁表）
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５５．．他他のの「「立立山山縁縁起起」」ととのの比比較較ポポイインントトのの提提示示

 
筆者が購入した寛永 7 年（1630）の「立山縁起」（以下、「福江家所蔵本」と略称する）は、

各種の立山開山縁起のうち、制作年代が明らかな作品及びある程度推測できる作品に限定した

場合、一見上は前掲の安永 8 年（1779）写の芦峅寺日光坊「立山大縁起三巻」所収「立山峯宮

和光大権現縁起」（以下、「日光坊所蔵本」と略称する）や享保 17 年（1732）以前の森田盛昌

『漸得雑記』巻 21 所収「越中立山縁起」（以下、「漸得雑記所収本」と略称する）、嘉永 6 年

（1853）の岩峅寺延命院「立山縁起」（以下、「延命院所蔵本」と略称する）と概ね類似して

いることがわかる。 
また、この 4 作品のなかでも「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」がより共通点が多く、一

方、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」との間にもかなり共通点が多いことがうかがわれる。 
そこで、これら 4 作品の内容について、用語に限定して厳密に比較ポイントを定め、より精

緻に分析し、「福江家所蔵本」と他の 3 作品との関係、及び「漸得雑記所収本」と「日光坊所

蔵本」の関係も検討していきたい。 
この章ではまず、4 作品の「立山縁起」をＡから J までと M から R までの共通段落で区分

し、次に 4 作品の共通の比較ポイントを（1）から（120）まで定め、さらにそれらを「福江家

所蔵本」を軸に他の 3 作品とを対比させるかたちで分析し、第 1 表を作成しておきたい。また、

「立山縁起」の本文中、「十所王子」を羅列した K の段落の対比・分析結果は第 2 表に、「十

二光仏」を羅列した L の段落の対比・分析結果は第 3 表に示しておきたい。さらに第 1 表から

第 3 表を集計し、第 4 表で「福江家所蔵本」を軸として、他の 3 作品が共通用語を含む割合を

示しておきたい。 
この他、第 1 表から第 3 表を活用して、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」も対比・分

析し、その結果を第 5 表に示しておきたい。 
表中、「異同」の項目の「◎」印は「福江家所蔵本」の用語と同一であることを示す。なお

格助詞が入っている場合も同一とみなす。「○」印は用語の細部まで合致していなくても、概

ね同一の事象や対象物を表した用語であることを示す。「△」印は異同の判断が曖昧な用語を

示す。「×」印は「福江家所蔵本」の用語と異なる用語をしめす。あるいは用語の記載がない

場合を示す。「／」印は、比較される側の「立山縁起」にはあって、「福江家所蔵本」にない

用語を示す。 
 

【【部部分分ＡＡのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

当山禅定、（（11））神神祇祇七七代代開開起起、、伊伊［［□□１１ （（弉弉カカ））］］諾諾ノノ霊霊廟廟。是則、陰陽交愛、元来衆生流出

根本土也。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

記載なし。

「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

當山禅定者、（（11））神神祇祇□□□□□□□□□□□□□□伊伊弉弉諾諾命命霊霊廟廟、則陰陽交愛之根源、衆生流出本土也。 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

記載なし。
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【【部部分分ＢＢのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

既、御神、自(二)天ノ浮橋(一)上(一)、達［建カ］(二)立、我国秋津嶋、天下八識田中変化七色想、易

地神五代和光、於濁世百王交塵ニ、劫初四性八天、生長御神子等、当正豊蘆原四方［□２（イカ）］、

伊勢国郡数村、尓来〆天間原神禅定［□３（本ノママ）］宮居本号日域。豦（（22））八八万万諸諸神神達成、

［以下欠損］夜二時願向。

「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

記載なし。

「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

既御神天浮橋□□天降八識田中変化□□□□、地神五代和光我国建立秋津嶋、於濁世百王交塵、

劫初現四生八天□□、□御神子等、當正豊葦原四方夷□、□伊勢国郡数村、尓（爾）来高天原

神禅定、（（22））八八百百萬萬神神等現□□□□□、十戒生死魂魄是日域、号□□□□□

「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

記載なし。

【【部部分分ＣＣのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

［□４ （本ノママ）］、魂魄故此向名五常堅固立山□□（２字欠損）垂跡令号（（33））雄雄尾尾大大神神、

為五戒南梁。現（（44））御御本本地地極極楽楽教教主主阿阿弥弥陀陀仏仏、高住［□５（持カ）］(二)龍花［□６（本ノママ）］

五百光隠。麓守（（55））都都卒卒寂寂光光天天巌戸云々。

「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

記載なし。

「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

故此山名五常堅固立山、所謂御垂跡者（（33））刀刀千千雄雄大大臣臣刀刀尾尾天天神神□□□、南梁現（（44））本本地地者者極極

楽楽教教主主阿阿弥弥陀陀如如来来、高住龍化待後五百光隠顕麓、令守（（55））都都率率寂寂光光天天巌□云々 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

記載なし。

【【部部分分ＤＤのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

然者

（（66））大大宝宝元元季季（（77））辛辛丑丑二二月月十十六六日日、（（88））志志加加京京四四条条部部主主（（99））越越中中守守佐佐伯伯有有若若朝朝臣臣、始［□７

（本ノママ）］［□８（本ノママ）］。（（1100））同同二二年年九九月月十十三三日日、（（1111））嫡嫡男男有有頼頼、新川郡［□９

（布カ）］［□10（西カ）］院入、検田時、（（1122））父父ノノ鷹鷹［□11（申カ）］請、数日［□12（本ノ

ママ）］田ノ間、彼鷹俄ニ指(レ)南ヲ［□13 （遙カ）］ノ［□14 （山欤）］ヘ者羽、初メ舞(レ)麓ト

ニ、俺(レ)翅、後チ遊(レ)峯ニ、通□（１字欠損）。（（1133））鷹鷹ガガ峯峯子是レ也。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」
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（（66））聿聿大大宝宝元元暦暦（（77））辛辛丑丑二二月月十十六六日日（（88））志志賀賀原原四四條條郡郡主主（（99））越越中中守守佐佐伯伯有有若若朝朝臣臣始テ庁府

ス。（（1100））同同二二年年九九月月十十三三日日（（1111））嫡嫡男男有有頼頼新川郡入(二)布施之院ニ(一)検田之時、（（1122））父父ノノ鷹鷹

申請数月検田之間、彼鷹俄指(レ)南遙翥(レ)山。初舞(レ)麓掩(レ)翅後ハ遊(レ)峯通ス(レ)声（（（1133））鷹鷹峯峯

是也）。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」 
（（66））抑抑大大宝宝元元年年（（77））辛辛丑丑二二月月十十六六日日 （（88））志志賀賀京京四四條條郡郡主主（（99））越越中中守守佐佐伯伯有有若若朝朝臣臣 始

庁符 （（1100））同同二二年年九九月月十十三三日日 （（1111））嫡嫡男男有有頼頼 新川郡入布施院検田之時、（（1122））父父鷹鷹申

請数日検田之間、彼鷹俄指南 遙山翥 初舞麓掩翅 後者遊□通声（（1133））鷹鷹峯峯是也。 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」 
（（66））大大宝宝元元年年（（77））辛辛丑丑二二月月十十六六日日、（（88））志志賀賀京京四四条条部部主主、（（99））越越中中守守佐佐伯伯有有若若朝朝臣臣、始(二)

庁府(一)、（（1100））同同二二年年九九月月十十三三日日（（1111））嫡嫡男男有有頼頼、入(二)新川郡布施院(一)、検田之時、申-(二)-請
（（1122））父父鷹鷹(一)、数日検田間、彼鷹俄ニ指(レ)南、遙ナル翔(レ)山、初ハ舞(レ)麓ニ而掩ヒ(レ)翅ヲ、後

ハ遊(レ)峰而通(レ)声（（1133））鷹鷹峰峰、是也、 

【【部部分分ＥＥのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））・・（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

然レ間、聞(二)鈴呼(一)彼餌ヲ置キ、［以下欠損］（（1144））鷹鷹峯峯是也。弥［以下欠損］飛谷ニ(一)、更

（不）（還）［以下欠損］時キ、父ニ令ル(レ)達(二)事由［以下欠損］全ク不(レ)可(レ)［□15（召カ）］

フ云々。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

然間聞(レ)鈴呼(レ)彼ヲ、餌置鷹待（（（1144））鷹鷹待待峯峯是也）弥翔(レ)峯翩トシテ(レ)谷更不(二)還-来(一)時

ニ事ノ由令(レ)達(レ)申時（（1155））父父勘勘気気スストト云云云云。。我鷹不(二)持来(一)者不(レ)可(二)向顔(一)云云。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

然間聞鈴呼彼餌置鷹待（（1144））鷹鷹待待峯峯也 弥翔峯飛谷更不還来之由令申達時 （（1155））父父勘勘而而云云 我

鷹不持来者 全不可向顔云々。 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

然間聞(レ)鈴、呼ヒ(レ)彼ヲ、置(レ)餌待(レ)鷹（（1144））鷹鷹待待是也、而弥翔リ(レ)峰ニ飛テ(レ)谷ニ更不(レ)還

于時令(レ)達(二)事ノ由ヲ父ニ(一)之時、則（（1155））勘勘気気シシテテ云云、、吾鷹不(二)将来(一)、爾トキハ不(レ)可(レ)

合(レ)眼云々、 

【【部部分分ＦＦのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

而〆有（頼）大［□16（驚カ）］キ、猶ヲ深山［以下欠損］鷹払(レ)霧ヲ、夕ニ敷(レ)衣、臥(レ)雪ニ、

（（1166））志志鷹鷹峯峯是也。（（1177））爰、値(レ)熊、放(レ)矢ヲ畢。件ノ熊、乍ラ(二)矢ヲ立(一、)登(二)高山(一)。

熊熊雄雄嶽嶽是也。。則［□17（追カ）］(二)鷹ノ影(一)臣追テ(二)熊ノ跡ヲ(一)、尚ヲ登(二)高山(一)。（（1188））小小

山山嶽嶽是也。遙ニ巖窟（（1199））四四十十九九窟窟在之。或、分(二)仙洞霞(一)、求(レ)之。（（2200））仙仙人人窟窟是也。（（2211））

石石塔塔有也。或、凌龍山雲［□18（本ノママ）（尋欤）］。（（2222））龍龍王王嶽嶽是也。（（2233））龍龍神神多之［□19

（本ノママ）（而カ）］、鷹滄天［□20（［□21 ］カ）（垂カ）］テ(レ)、趐而、納(二)（（2244））五五鈷鈷

(一)。（（2255））釼釼御御山山是也。 
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「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

而有頼大驚尚入(二)深山(一)朝ニハ志シ(レ)鷹払(レ)露夕ニハ敷(レ)衣臥雪（（（1166））志志鷹鷹峯峯是也）。（（1177））
爰爰値値テテ((レレ))熊熊ニニ放放((レレ))矢矢畢畢。。件件熊熊乍乍((二二))矢矢立立((一一))登登((二二))高高山山((一一))（（熊熊雄雄嶽嶽是也）。則鷹-影并迩(二)熊ノ跡ヲ

(一)尚至高山（（（1188））小小嶽嶽是也）。遙向(レ)窟ニ（（1199））四四十十九九窟窟有(レ)之。或分仙洞霞求(レ)之（（（2200））
仙仙人人窟窟是也）。（（2211））石石塔塔有龍山凌(レ)雲尋(レ)之（（（2222））竜竜王王嶽嶽是也）。（（2233））龍龍神神多之而鷹滄

(レ)天ニ垂テ(レ)趐ヲ納ル(二)（（2244））五五鈷鈷ノノ剱剱嶽嶽(一)（（（ｊｊ））剱剱御御山山是也）。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」 
而有頼大驚尚入尚深山朝者志鷹払露 夕敷衣伏雪（（1166））志志鷹鷹峯峯是也。（（1177））爰爰値値熊熊放放矢矢了了。。件件

熊熊□□□□□□登登高高山山（（1188））小小山山嶽嶽是是也也。。遙向岩窟（（1199））四四十十九九窟窟在之 或分仙洞霞求之（（2200））仙仙人人

窟窟是也。在（（2211））石石塔塔 凌龍山雲尋之（（2222））龍龍王王岳岳是也。（（2233））龍龍神神多之 鷹滄天垂テ翅 納

（（2244））五五鈷鈷剱剱嶽嶽（（2255））剱剱御御山山是也 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

而ルニ有頼大ニ驚(レ)之、尚入(二)深山(一)、朝ニハ志テ(レ)鷹払(レ)霧、夕ニハ敷(レ)衣臥(レ)雪（（1166））志志

鷹鷹峰峰是也、（（1177））爰ニ値テ(レ)熊ニ放矢了、件熊為(二)矢立(一)登(二)高山(一)熊熊雄雄岳岳、是也、則追(二)鷹

ノ影ヲ(一)、且赴(二)熊跡(一)、而尚高山ニ登ル（（1188））小小岳岳是也（（（2266））御御前前ノノ山山）、遙向(二)厳窟(一)

（（1199））四四十十九九窟窟在之、或分(二)仙洞之霞(一)、求(レ)之（（2200））仙仙人人窟窟是之（（2211））石石塔塔在之、而ニ鷹者

滄天垂テ(レ)翅、而納テ(二)（（2244））五五鈷鈷剱剱岳岳(一)（（2255））剱剱御御山山是也（（（2277））キキリリクク不不動動明明王王）、 

【【部部分分ＧＧのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

熊、青巖ニ流(レ)血、入(二)仭（（2288））宝宝窟窟(一)。（（2299））玉玉殿殿岩岩屋屋是也。此窟ヲ見レ者、我カ射ル所ノ

矢、（（3300））金金色色ノノ阿阿弥弥陀陀如如来来ノ御胸ヲ［□22（誤カ）］ル。于時、抛(二)弓箭(一)、合掌シ、切(二)鬢

髪(一)、［□23 （無髪ヲ云））］頭紅-涙（ナミダ）スルヲ良久シ。金容早ク隠シ、（（3311））生生身身ノノ

弥弥陀陀、親奉(レ)拝。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

熊ハ青岩ニ流(レ)血入ル(二)万扨（（2288））宝宝窟窟(一)（（（2299））霊霊殿殿窟窟是也）。見(二)此窟(一)吾射所之矢（（3300））
金金色色之之弥弥陀陀如如来来御胸ニ誤ル。于時抛(二)弓箭(一)、合掌シテ切(二)鬢髪(一)捨。傾(レ)頭、紅涙良久。金

容早ク隠テ（（3311））生生身身弥弥陀陀如如来来親ニ奉(レ)拝。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」 
熊青岩流血入萬扨之（（2288））宝宝窟窟（（2299））玉玉殿殿窟窟是也。□□□□□射之矢（（3300））金金色色之之弥弥陀陀如如来来

御胸誤 即抛矢弓箭合掌 切鬢髪捨低頭紅涙良久 金容速穏（31）生身之阿弥陀如来 親奉拝 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」 
熊者青巖ニ流(レ)血、而入(二)万扨之（（2288））宝宝窟窟(一)（（2299））玉玉殿殿岩岩屋屋是也、見レ(二)此窟(一)者、我所(レ)

射之矢、誤ツ(二)（（3300））金金色色阿阿弥弥陀陀如如来来ノ御胸ニ(一)、于時抛(二)弓箭(一)合掌、切(二)鬢髪(一)、傾(レ)

頭、紅涙良久シ、金容早ク隠、親拝(二)（（3311））生生身身之之弥弥陀陀ヲ(一)、 

【【部部分分ＨＨのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

則冥加蒙(二)教勅(一)、仍(レ)之ニ、宿善薫(レ)内ニ、新ニ願発外。蓋、浄戒□（１字欠損）木刄、生

仏欲行□□（２字欠損）。（（3322））麓麓ニニ有有((二二))一一聖聖跡跡((一一))。。［以下欠損］但雖(レ)聞件ノ名［以下欠損］
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間遙［以下欠損］。則、詣ルニ、［□24（備欤）］門、有(二)［□25 ]（本ノママ）（上欤）］□（１

字欠損）(一)。号(二)薬勢(一)。（（3355））清清涼涼山山□□（（１１字字欠欠損損））殊殊、後身ナリ。有(二)弟子(一)名(二)（（3366））

慈慈朝朝(一)。爰、受(二)戒、法(一)、（（3377））慈慈興興ト称ス。（（3388））弥弥陀陀ノノ再再誕誕也。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

則蒙(二)冥加之教勅(一)。依之宿善薫(レ)内新-願発(レ)外。蓋浄戒持(二)木夫(一)生仏行ノ生体。（（3322））
麓麓ニニ一一ノノ有有((二二))蹝蹝跡跡((一一))称(二)（（3333））五五智智寺寺(一)。（（3344））薬薬勢勢上上人人建(二)立之(一)地也。但雖(二)件ノ名聞

(一)未(レ)知(二)彼所(一)之間遙尋(二)煙ノ上ヲ(一)則詣(二)価（沙）門(一)。有(二)上人(一)、号(二)薬勢(一)。（（3355））
清清冷冷山山文文殊殊後身ノ弟子名(二)（（3366））慈慈朝朝(一)、爰受(二)戒法ヲ(一)称(二)（（3377））慈慈興興(一)。是（（3388））弥弥陀陀

ノノ再再誕誕也。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

則蒙冥加之教勅 仍之宿善薫内新（信）願発外、蓋浄戒持木刃夫生佛行欲全体 （（3322））麓麓一一

有有聖聖跡跡 称（（3333））五五智智寺寺（（3344））薬薬勢勢上上人人建立地也。但難聞件名未知彼所之間遙尋煙上 則詣

縮門 有上人号薬勢（（3355））清清涼涼山山文文殊殊後後身身弟弟子子 名（（3366））慈慈朝朝爰受戒法 称（（3377））慈慈興興是

（（3388））弥弥陀陀之之再再誕誕也。 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

則蒙(二)冥加之教勅(一)。依(レ)之宿善内薫、新願外発、蓋持(二)浄戒木刃(一)、欲(レ)行(二)生仏全体ナル

ヲ(一)、（（3322））麓麓有有((二二))一一ノノ聖聖跡跡((一一))、名テ称(二)（（3333））五五智智寺寺(一)（（3344））薬薬勢勢上上人人建立是也、但聞(二)

件名(一)、未(レ)知(二)彼所(一)之間、遙ニ尋(二)煙上(一)、則詣(二)価緇門(一)、有(二)上人(一)、号(二)薬勢ト

(一)（（3355））清清涼涼山山文文殊殊後身、有(二)弟子(一)、名(二)（（3366））慈慈朝朝(一)、爰受(二)戒法(一)、称(二)（（3377））慈慈興興

(一)（（3388））弥弥陀陀再再誕誕、 

【【部部分分ＩＩのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

（（3399））同同廿廿三三日日、尚ヲ、至ル(二)高山ノ麓ニ(一)。（（4400））小小山山嶽嶽是也。其砌ニ有（二）大窟（一）（（4411））

四四十十九九窟窟是也。同辺、奇峙峯（（4422））楊楊［［□□2266（（杖杖カカ））］］嶽嶽是也。（（4433））慈慈興興■（１字難読）處楊

枝栄是也。件ノ窟（（4444））入入定定シ、従(二)（（4455））十十月月一一日日(一)、不断ニ読(二)誦、（（4466））方方広広法法花花経経(一)、

（（4477））弥弥陀陀念念仏仏、、無(二)間断(一)。（（4488））同同二二十十八八日日示現〆云ク、我（（4499））小小山山之之大大明明神神、本躰ハ

（（5500））大大日日如如来来。自此東、（（5511））泰泰嶽嶽有。是、（（5522））立立山山ニニ垂垂ルル((レレ))跡跡、則、（（5533））弥弥陀陀ノノ妙妙躰躰

也。謂［□27（本ノママ）］、名一轝。腰、名二轝。肩、名三轝。頭、名四轝。鳫瑟、五轝云々。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

（（3399））同同廿廿三三日日尚至(二)高山(一)麓ニ有(二)太窟(一)（（（4411））四四十十九九窟窟是也）。同辺峙(二)奇峯(一)（（（4422））
楊楊枝枝嶽嶽是也）。（（4433））慈慈興興奇ル所ノ楊枝此ニ栄フ。件之窟ニ（（4444））入入定定スルコト（（4455））十十月月朔朔

日日、不断読誦ノ（（4466））方方広広経経并并法法華華経経（（4477））弥弥陀陀念念仏仏無(二)懈怠(一)。（（4488））同同又又廿廿八八日日示現而「我

ハ是（（4499））小小山山大大明明神神本体（（5500））大大日日如如来来也。自是東ニ有(二)（（5511））泰泰獄獄(一)。（（5522））立立山山垂垂跡跡則

（（5533））弥弥陀陀妙妙体体也。所謂膝ノ名（一之輦）、腰名（二之輦）、肩ノ名（三之輦）、頸ノ名（四

之輦）、烏悉ノ名ト（五之輦。是地神五代也。本地五仏垂跡也）。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

（（3399））同同廿廿三三日日尚至高山麓有大窟（（4411））四四十十九九窟窟是也。同辺峙奇峰（（4422））楊楊持持嶽嶽是也。（（4433））
慈慈奥奥（ママ）奇所之楊持此栄件窟（（4444））入入定定 従（（4455））十十月月一一日日不断読誦（（4466））法法廣廣経経并并法法華華

経経（（4477））弥弥陀陀念念佛佛無懈怠 （（4488））同同廿廿八八日日示現而云 我是（（4499））小小山山大大明明神神本躰（（5500））大大日日如如

来来也 自是東有（（5511））泰泰嶽嶽 （（5522））立立山山之之垂垂跡跡則（（5533））弥弥陀陀之之妙妙躰躰也 所謂膝名一ノ輿 腰名
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二ノ輿 肩名三ノ輿 頜名四ノ輿 烏瑟名五ノ輿 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

（（3399））同同廿廿三三日日尚至(二)高山麓(一)（（4400））小小岳岳是是也、其砌有（二）大窟（一）（（4411））四四十十九九ノノ窟窟同上 同

辺ニ峙（二）奇峰(一)（（4422））楊楊子子岳岳是也、（（4433））慈慈興興、所(レ)奇楊枝栄(レ)之件窟（（4444））入入定定、（（4455））
十十月月一一日日ヨリ不断読誦、方方（（4466））広広経経（（普普賢賢経経ノノ事事ナナリリ是是経経法法華華ノノ縁縁起起ノノ様様ナナモモノノ））法法華華経経、

（（4477））弥弥陀陀念念仏仏、、無(二)間断(一)、（（4488））同同廿廿八八日日ニ示現シテ云ク、我（（4499））小小山山大大明明神神、本体（（5500））
大大日日如如来来ナリ、自(レ)此東ニ有（二）（（5511））泰泰岳岳(一)、是（（5522））立立山山垂垂跡跡、（（5533））弥弥陀陀妙妙体体也、所謂

ル膝ヲ名(二)一輿(一)、腰ヲ名(二)二輿(一)、肩ヲ名(二)三輿(一)、頸名(二)四輿(一)、烏瑟名(二)五輿(一)、云云

（地水火風又ハ仁儀礼智信ニタトヘル）  

【【部部分分ＪＪのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

上人蒙(二)示現ヲ(一)、後チ、送リ(レ)月ヲ、重子(レ)日ヲ、至心ニ、積ム(レ)功ヲ之間タ、以テ（（5544））
同同三三年年三三月月十十五五日日、示現ニ云、（（5555））金金剛剛手手威威徳徳王王菩菩薩薩、我随身眷属、十万（（5577））金金剛剛童童子子（（5588））
□□（（１１字字欠欠損損））光光仏仏。。（（5566））十十攸攸王王子子。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」 
上人蒙(二)示現(一)後、送(レ)月累(レ)日、心ニ積功之間、（（5544））同同三三年年三三月月十十五五日日亦有(二)示現(一)。

（（5555））金金剛剛手手威威徳徳王王菩菩薩薩ハ我随身ノ眷属衆生多(レ)之。所謂（（5566））十十所所ノノ王王子子一万之眷属、十万

ノ（（5577））金金剛剛童童子子、（（5588））十十二二光光仏仏、（（5599））八八大大童童子子 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

上人蒙示現後送月重日心積功之間 以（（5544））同同三三年年三三月月十十五五日日有示現云 （（5555））金金剛剛手手威威徳徳

王王菩菩薩薩 我随身眷属衆生多之 所謂（（5566））十十所所王王子子 一万眷属十万之（（5577））金金剛剛童童子子

（（5588））十十二二光光佛佛 （（5599））八八大大童童子子十所 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

上人蒙テ(二)示現ヲ(一)之後、送(レ)月重(レ)日、致(レ)心積(レ)功之間、以(二）（（5544））同同三三年年三三月月十十五五日日

(一)示現シテ言ク、（（5555））金金剛剛手手威威徳徳王王菩菩薩薩（阿阿弥弥陀陀ト云フ）、我随身眷属ノ衆生多シ、所謂（（5566））
十十所所ノノ王王子子、一万眷属、十万ノ（（5577））金金剛剛童童子子（（大大日日如如来来不不動動云云））、（（5588））十十二二光光仏仏、、（（5599））
八八大大童童子子（（不不動動云云））ナリ、 

【【部部分分ＫＫはは第第２２表表、、部部分分ＬＬはは第第３３表表をを参参照照】】

【【部部分分ＭＭのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

又八所ノ有(二)小窟(一)。其中ニ大ナル有(レ)窟。名(二）（（6600））玉玉殿殿(一)。上人速ニ来見スト云々。（（6611））
四四月月八八日日午午ノノ剋剋、玉殿［以下欠損］キ、（（6622））慈慈興興起居［以下欠損］（（6633））南南無無西西方方阿阿弥弥陀陀［以

下欠損］礼拝、此窟ニ（（6644））入入定定□□（（１１字字欠欠損損））七七［以下欠損］俗告曰、［以下欠損］和光ハ

有情ト曰ク、至(二)今日(一)迄、雖(レ)経ト、五百歳［以下欠損］、衆生、我ト与(二)慈興(一)共ニ、衆

生ヲ渡ント云々。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

又八所之窟有(レ)之。其内大窟名(二)（（6600））王王（（玉玉））殿殿(一)。于時（（6611））慶慶雲雲元元年年（（甲甲辰辰））卯卯月月八八日日

ニ此窟ニ来ル。忽見(二)来迎ヲ(一)起(二)居シテ（（6622））上上人人(一)、（（6633））南南無無西西方方浄浄土土之之阿阿弥弥陀陀如如来来礼

拝而（（6644））入入定定一一七七日日、有(二)貴俗(一)告テ曰、｢我有テ(レ)爰ニ雖(レ)経(二)五百歳(一)衆未(レ)知(レ)我。
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与(二)慈興(一)共度(二)衆生(一)｣云々。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

又有八所窟 其内大窟名（（6600））玉玉殿殿 于時（（6611））慶慶雲雲元元年年甲甲辰辰卯卯月月八八日日 此窟来 忽見来迎（（6622））
上上人人起居 （（6633））南南無無西西方方浄浄土土弥弥陀陀如如来来礼礼拝而（（6644））入入定定 一一七七日日有 貴俗告曰 我爰在雖経

五百歳 衆生未知我与慈興与倶度衆生云々 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

又有(二)八所小窟(一)、其中有(二)大窟、名(二))（（6600））玉玉殿殿、上人速来テ見ヨト云々、（（6611））四四月月八八日日

（立山祭礼）ノ午刻ニ参(二)付玉殿ヲ(一)、（（6622））慈慈興興ハ赴（起カ）居シテ高声ニ（（6633））南南無無西西方方

浄浄土土ノノ阿阿弥弥陀陀如如来来ト礼拝シテ此窟ニ（（6644））入入定定ススルル事事一一七七日日、貴俗告テ曰ク、我此垂(レ)跡和(レ)

光、同(二)有情(一)、至(二)于今日(一)、経モ(二)五百歳ヲ(一)、未(二)衆生来(一)、我与(二)慈興(一)共ニ度セ

ント(二)衆生(一)ヲ云々、 

【【部部分分ＮＮのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

（（6655））慶慶雲雲元元年年甲甲辰辰六六月月十十八八日日、又示〆云、自(レ)此乾ノ方、有(二)一ノ［□40（隈欤）（ワイ）］

(一)。有(二))（（6666））八八大大地地獄獄(一)。惣〆、現(二)（（6677））一一百百三三十十六六地地獄獄(一)有之。（（6688））日日本本国国ノノ衆衆生生悉悉

クク堕堕((二二))立立山山地地獄獄((一一))、厚障ノ煙リ消へ、重苦ヲ受軽ク、永ク転シ(二)生死ノ報ヲ(一)、遂ニ至ルト(二)

不退位ニ(一)云云。（（6699））法法華華経経記記、其其外外伝伝記記、證-跡多(レ)之。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

（（6655））同同六六月月十十八八日日示現云、従(レ)是当(レ)乾有(二)一之隈(一)、現(二)（（6666））八八大大地地獄獄(一)。其数（（6677））
一一百百三三十十六六地地獄獄。（（6688））一一切切衆衆生生部部（（群群））類類等等皆皆自自((レレ))是是生生而而又又無無((二二))此此地地獄獄((一一))不不((レレ))堕堕。。厚障煙消、

重苦軽受、永転(二)生死報(一)、兼至(二)不退位(一)。（（6699））法法華華之之玄玄義義其其外外伝伝記記証跡多(レ)之。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

（（6655））同同六六月月十十八八日日示現云 従是当乾有一隅 現（（6666））八八大大地地獄獄 其数（（6677））一一百百三三十十六六地地獄獄

也 （（6688））一一切切衆衆生生群群類類等等 皆皆自自是是生生面面又又無無不不堕堕此此地地獄獄 厚障消煙 重苦受軽 永転生死報

兼至不退位 （（6699））法法華華之之験験記記其其外外伝伝記記証跡多之 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

（（6655））慶慶雲雲元元年年甲甲辰辰六六月月十十八八日日ニ又示テ曰ク、自(レ)此乾方、有(二)一隈(一)、現(二)（（6666））八八大大地地獄獄

(一)、惣シテ（（6677））一一百百三三十十六六ノノ地地獄獄在(レ)之、（（6688））日日本本国国之之衆衆生生ハハ悉悉クク堕堕((二二))立立山山地地獄獄((一一))、、厚障

煙消、重苦軽受、永転生(二)死報ヲ(一)、遂ニ致ト(二)不退ノ位(一)云々、（（6699））法法花花記記玄玄義義其外、伝

記証跡多之 

【【部部分分ＯＯのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

山-嶽、雖モ為ト(二)峨々(一)、峯ニ、移シ(二)（（7700））九九品品ノノ浄浄土土ヲ(一)、（（7711））十十界界、依（正□〔１字

欠損〕セルカ）無(レ)隔。谷ニ、現(二))（（7722））八八大大地地獄獄(一)、猛々ノ炎火、似(二)［□41（□42 欤）］［□43

（照欤）（真欤）又タ（炎欤）］［□44 （眼欤）］耀（ヤウ）赤赫々［□45 （叨）（コウ）（タ

リ）］。［□46（□47 欤）（クワン）（ヨブ）］ノ雷-皷供ニ［□48（□49 欤）］［□50（身欤）］。

都［□51 （染欤）］、浄不二ノ［□52 （感欤）］応、（（7733））邪邪正正、、即即ノノ一一之之瑞瑞イイ示示也。 
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「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

然山嶽雖 レ 為 二 峨々 一 、峯ニハ移 二 （（70））九九品品浄浄土土 一 、（（71））十十界界真相ハ無 レ 隔。谷ニ現ス

ル（（72））八八大大地地獄獄ハ猛火災々似 レ 紅、真赫々タル叫喚雷鼓ト共ニ峙テ レ 耳喧シ。都テ深（染）

浄不二之感応（（73））邪邪正正一一如如之之瑞瑞示示也。

「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

然山嶽雖為峨々峯移（（7700））九九品品之之浄浄土土（（7711））十十戒戒真相無隔谷現（（7722））八八大大地地獄獄 猛々炎火猶似

紅□ ■々叫喚雷皷峙耳■都深浄不二之感応 （（7733））邪邪正正一一如如之之瑞瑞示示也、 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

山岳雖(二)峨々(一)タリト、峰ニハ移(二)（（7700））九九品品ノノ浄浄土土ヲ(一)、（（7711））十十界界依(レ)無(レ)隔、谷ニハ現

ス(二)（（7722））八八大大地地獄獄(一)、猛々タル火ハ似(二)劫尽(一)■(レ)眼、轟々タル叫喚ハ如(二)雷鼓(一)喧(レ)耳、

都テ染浄不二之感応、（（7733））邪邪正正即即一一之之瑞瑞示示也、 

【【部部分分ＰＰのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

抑、（（7744））立立山山権権現現、、是是熊熊化化〆〆。（（7755））刀刀尾尾天天神神是是也也鷹鷹化化〆〆。一万眷属、（（7766））左左ノノ方方文文殊殊。

（（7777））十十万万金金剛剛童童子子、、右右ノノ方方普普賢賢。已上来鳥化〆山谷［□53（充カ）］［□54（満カ）］。（（7788））

十十□□（（１１字字欠欠損損））光光仏仏、弥弥陀陀之之変変化化。（（7799））八八大大童童子子、不不動動ノノ化化身身（（8800））［以下欠損］天天神神、

是是レレ立立山山権権現現［［以以下下欠欠損損］］。有(二)（（8822））七七宝宝ノノ瀧瀧(一)清［以下欠損］大［本カ］躰（（8844））不不動動明明

王王、垂跡（（8855））刀刀尾尾天天神神。是（（8877））□□（（１１字字欠欠損損））楼楼羅羅王王、、則則、、鷹鷹トト示示現現ススルル也也。（（8866））［［□□5555

（（千千カカ））（（上上人人欤欤））］］殊殊嶽嶽、是大明神ノ之垂跡也。（（8888））多多門門天天王王、、或或ハハ薬薬師師如如来来、（（8899））龍龍

王王カカ嶽嶽、雷雷［［□□5566（（音音欤欤））］］王王仏仏龍龍神神集集ルル。是レ（（9900））釼釼キキノノ御御山山、刀刀尾尾天天神神、五五鈷鈷釼釼嶽嶽。地地獄獄

谷谷、地地蔵蔵菩菩薩薩。（（9911））玉玉殿殿、、吉吉祥祥天天。（（9922））自自((二二))越越中中((一一))詣詣人人ノノ宿宿トトハハ、、立立山山権権現現宿宿所所トト云云々々。。

虚虚空空蔵蔵窟窟也也。（（9933））自自((二二))信信州州((一一))詣詣ススルル人人ノノ宿宿ハハ、、本本躰躰獅獅子子無無畏畏観観音音（（9944））［［□□5577（（検検カカ））］］［［□□5588

□□（（１１字字欠欠損損））カカ］］嶽嶽、、本本躰躰不不照照観観音音。（（9955））雷雷電電本本躰躰、、天天人人丈丈夫夫観観音音、、或或ハハ阿阿弥弥陀陀如如来来トト云云

々々。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

然間（（7744））立立山山権権現現化化((レレ))熊熊、（（7755））刀刀尾尾天天神神化化((レレ))鷹鷹。一万之眷属ハ（（7766））左左方方ノノ文文殊殊。（（7777））
十十方方金金剛剛童童子子者右右方方ノノ普普賢賢。以上ノ来鳥化(二)山谷(一)充満ス。（（7788））十十二二光光仏仏ハハ弥弥陀陀ノノ変変化化。。（（7799））
八八大大童童子子ハハ不不動動ノノ化化身身。（（8800））刀刀尾尾天天神神ハハ是是即即立立山山宝宝宮宮和和光光権権現現大大行行事事也。（（8811））小小山山大大明明神神

ハハ是是権権現現ノノ家家司司也。爰ニ有(二)（（8822））七七重重滝滝(一)。号(二)（（8833））勝勝妙妙(一)。本体（（8844））不不動動明明王王。（（8866））
寺寺孫孫カカ嶽嶽ハ（（8877））迦迦楼楼羅羅王王大大明明神神ノ垂跡、（（8888））多多聞聞天天薬薬師師如如来来。（（8899））龍龍王王カカ嶽嶽ハハ雲雲雷雷音音王王

仏仏。（（9900））剣剣ノノ御御山山ハハ刀刀尾尾天天神神。。五五鈷鈷剣剣嶽嶽ハハ地地獄獄谷谷ノノ地地蔵蔵菩菩薩薩。（（9911））玉玉殿殿ノノ窟窟ハハ吉吉祥祥天天。（（9922））
自自((一一))越越中中((二二))立立山山宮宮参参詣詣宿宿所所虚虚空空蔵蔵ノノ窟窟ハハ（（9933））従従((二二))信信州州((一一))衆衆人人ノノ宿宿本本体体獅獅子子無無畏畏観観音音。（（9944））
稲稲葉葉嶽嶽ハハ普普照照観観音音。（（9955））雷雷嶽嶽ハハ丈丈夫夫天天人人観観音音。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

然間（（7744））立立山山権権現現化化熊熊 （（7755））刀刀尾尾天天神神化化鷹鷹一万之眷属 （（7766））左左方方文文殊殊（（7777））十十方方之之金金剛剛

童童子子 右右方方之之普普賢賢 以上来鳥化山谷充満 （（7788））十十二二光光佛佛 弥弥陀陀之之変変化化 （（7799））八八大大童童子子不不動動

化化身身（（8800））刀刀尾尾天天神神是是則則立立山山峯峯和和光光大大権権現現行行事事也 （（8811））小小山山大大明明神神是是権権現現家家司司也 爰有（（8822））
七七重重瀧瀧号（（8833））勝勝明明本躰（（8844））不不動動明明王王（（8866））自自孫孫嶽嶽（（8877））迦迦楼楼羅羅王王大大明明神神垂跡（（8888））多多聞聞天天

薬薬師師如如来来 （（8899））龍龍王王嶽嶽雲雲雷雷音音王王佛佛 （（9900））剱剱御御山山刀刀尾尾天天神神五五鈷鈷剱剱嶽嶽 地地獄獄谷谷地地蔵蔵菩菩薩薩 （（9911））
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玉玉殿殿窟窟吉吉祥祥天天（（9922））従従越越中中立立山山参参詣詣宿宿 虚虚空空蔵蔵窟窟（（9933））従従信信州州衆衆人人宿宿本本躰躰獅獅子子無無畏畏観観音音、（（9944））
稲稲葉葉嶽嶽普普照照観観音音 （（9955））雷雷電電嶽嶽丈丈夫夫天天人人観観音音 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

抑（（7744））立立山山権権現現是是熊熊トト化化シシ、（（7755））刀刀尾尾天天神神（（是是鷹鷹トト化化シシ玉玉ヘヘリリ））、一万眷属（（7766））左左方方文文

殊殊、（（7777））十十万万童童子子（（右右方方普普賢賢））、已上来ノ鳥也（山谷充満ス）、（（7788））十十二二光光仏仏ハハ（（弥弥陀陀変変

化化））、（（7799））八八大大童童子子（（不不動動化化身身））、（（8800））刀刀尾尾天天神神ハハ（（是是立立山山権権現現大大行行事事也也））（（地地主主ナナリリ））、

（（8811））小小山山大大明明神神ハハ（（室室堂堂云云））（（是是権権現現家家司司也也、、別別当当云云））、有(二)（（8822））七七重重滝滝(一)、号(二)（（8833））
勝勝妙妙之之滝滝(一)、本体者（（8844））不不動動明明王王、垂跡ハ（（8855））刀刀尾尾天天神神（是（（8877））加加楼楼羅羅王王則則鷹鷹ノノ示示現現也也））、

（（8866））寺寺孫孫岳岳ハハ是是大大明明神神ノノ垂垂跡跡（（（（8888））多多聞聞天天王王或或薬薬師師如如来来也也））、、（（8899））竜竜王王之之岳岳（（雲雲雷雷音音王王

仏仏、、竜竜神神集集之之））、（（9900））剱剱御御山山ハハ（（刀刀尾尾天天神神、、五五鈷鈷剱剱岳岳））、、地地獄獄谷谷ハハ地地蔵蔵尊尊、（（9911））玉玉殿殿窟窟ハハ

吉吉祥祥天天（（9922））（（自自越越中中参参詣詣人人宿宿立立山山権権現現御御宿宿所所云云々々））（（弁弁才才天天也也））、（（9933））虚虚空空蔵蔵ノノ窟窟（（自自諸諸

州州参参詣詣人人宿宿））、、本本体体師師子子無無畏畏観観音音、（（9944））稲稲積積之之岳岳ハハ本本体体普普照照観観音音、（（9955））雷雷電電岳岳（（御御来来迎迎トト

云云））（（本本体体天天人人丈丈夫夫観観音音或或ハハ阿阿弥弥陀陀如如来来トト云云々々））、 

【【部部分分ＱＱのの比比較較ポポイインントト→→（（ ））～～（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

但シ此峯為躰、［□59（□60 カ）（ヨブ）（音・クワン）］巖［□61（重カ）］ニ有之手而、（（9966））

［［□□6622（（忉忉カカ））］］利利ノノ雲雲ヲ可(レ)取手。幽谷、為(二)深々(一)、風輪際ヲ可(レ)踏。翠嶺高々トメ而、廻

ル(レ)東ニ者也。（（9977））東東漸漸鷲鷲頭頭之之法法［□63（楼カ）（摂カ）］我山［□64（本ノママ）］、碧水

冷々ト〆而、西ニ流レ、（（9988））細細度度鶏鶏首首教教、表此ノ谷。一度踏(二)此岸(一)者、永ク離(二)（（9999））三三

途途鐵鐵網網ヲ(一)。一度○呑ム(二)此水(一)者ハ、必ス座(二)（（110000））七七宝宝ノノ金金台台(一)。吾レ善悪□（１字欠

損）類ヲ、欲(レ)為(二)引接(一)。汝願ニ垂跡、可(レ)造(二)中宮(一)。若［以下欠損］之中（（110011））悪悪王王

等誹謗□（１字欠損）、我山ニ来至ハ、吾カ可［以下欠損］像(一)。猶、無ハ(二)霊験(一)、（（110022））

焼焼香香散散花花〆、［□65（重欤）］テ［□66（動欤）］(二)我形像(一)。向(二)其［□67（方カ）］面(一)、必

可(レ)有(二)霊験(一)云々。 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

但此峯為(レ)体暖厳重テ畳々タリ。（（9966））刀刀利利雲雲可(レ)取(レ)手。幽谷深々トシテ風輪際可(レ)踏(レ)足、

翠嶺高々トシテ（（9977））東東ニニ■■鷲鷲嶺嶺ノノ法法ハ今接(二)我山(一)。碧水冷々トシテ流(レ)西、（（9988））西西土土鶏鶏

首首ノノ教教ハ表(二)此谷(一)。一度踏此峯(一)者離(二)永ク（（9999））三三途途ノノ鉄鉄網網ヲ(一)、一度呑(二)此山水(一)者ハ

必座(二)（（110000））七七宝宝ノノ金金台台ニ(一)。吾善悪ノ部類等欲(レ)為(二)引接(一)汝願ハ垂跡可(レ)造(二)中宮ヲ(一)。

若亦法中ニ（（110011））悪悪王王等誹(二)謗シテ吾山(一)来至到ハ我可(二)形像ヲ於動(一)若無(二)霊験(一)者（（110022））
焼焼香香散散花花而動(二)我形像(一)向(二)其面必有(二)霊験(一)」云云。 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

但此峯為躰纔厳重畳（（9966））忉忉利利之之雲雲)取手 幽谷深々風輪際可踏足 翠嶺高々（（9977））東東漸漸鷲鷲嶺嶺汰汰

今構我山 碧水冷々流西（（9988））西西土土鶏鶏首首教教 表此谷一度踏此峯者 永離（（9999））三三途途鉄鉄網網一度呑

此山水者 必座（（110000））七七宝宝金金台台 吾善悪之群類等欲為引接 汝願垂跡可中宮作 若末法法中

（（110011））悪悪王王等誹謗 吾山来至 我可形像動 猶無霊験者（（110022））焼焼香香散散花花而 動我形像向其面

必有霊験云云。 
「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

但此峰ノ為(レ)体、峻厳重畳トシテ（（9966））忉忉利利雲雲ヲ可(レ)取(レ)手、幽谷深々トシテ風輪際可(レ)踏(レ)
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足ニ、翠嶺高々トシテ廻(レ)東也、（（9977））東東漸漸鷲鷲頭頭之之汰汰（天竺ケイソク山ヲ指ス）■ス(二)我山(一)、

碧水冷々トシテ流(レ)西也、（（9988））西西土土鶏鶏前前之之教教、表(二)此谷ニ(一)、一度踏メバ(二)此峰(一)者、永離

(二)（（9999））三三途途之之鉄鉄網網(一)、一度呑(二)此水(一)者、必坐(二)（（110000））七七宝宝之之金金台台ニ(一)、吾欲(レ)為(レ)誘(二)

引善悪之群類(一)、願汝可(レ)造(二)垂跡ノ仲宮ヲ(一)、若末法ノ中ニ（（110011））悪悪王王等悲法来至セハ、

我山可(レ)動ス(二)我形像(一)、猶無(二)霊験(一)、（（110022））焼焼香香散散花花シテ重テ動(二)吾形像ヲ(一)、其方ニ

向ハ(レ)面、必有(二)ラント霊験(一)云々、 

【【部部分分ＲＲのの比比較較ポポイインントト（（ ））→→（（ ））】】

「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」

上人出(レ)室ヲ、（（110033））同同月月廿廿九九日日、自(二)（（110044））玉玉殿殿(一)下四十里行、至（（110055））高高崩崩言所、是

レ（（110066））本本宮宮立立蔵蔵大大明明神神、、本本体体定定光光。於(レ)是ニ、（（110077））一一七七日日ノノ間間入入定定スス。示現シテ而云、

自(二)此河(一)北タ（（110088））平平原原、有(二)其内一水流(一)。廻(レ)西、（（110099））三三茎茎芦芦生、中出。是レ（（111100））

垂垂ノノ跡跡池池云々。有(二)貴俗(一)云、遍(レ)為ノ證ノ（（111122））衆衆像像此所ニ置テ、（（111133））円円宗宗ヲ［□68（護）］

持、待ノ(二)（（111144））龍龍花花会会ヲ(一)云々。（（111155））依依((二二))結結講講ニニ宝宝宮宮ヲヲ((一一))、造(-二-)立精舎(一)、安(-二-)置

（111166））弥弥陀陀三三尊尊(一)、勤修シテ仏神ニ事ヲ、奉(レ)祈(二)聖朝安穏施［□69（施カ、又ハ随カ）］(一)、

不(レ)致サ(二)懈怠ヲ(一)。（（112200））立立山山権権現現御御垂垂跡跡縁縁起起、如(レ)斯。 
寛永七年 林鐘吉日 
（梵字） 阿弥陀 
（梵字） 不動 
「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」

上人出定（（110033））同同月月廿廿九九自(二)（（110044））玉玉殿殿(一)下テ四十里行テ至(二)（（110055））高高嶺嶺ト云所ニ(一)。是

（（110066））本本宮宮竜竜蔵蔵大大明明神神本本体体定定光光仏仏也。爰ニ（（110077））一一七七日日入入定定スス。即示現シテ云「自是川北ニ

有(二)（（110088））半半（（平平））原原(一)。其内一水向(レ)西流ル。（（110099））三三茎茎芦芦一本生出。其内（（111100））垂垂跡跡

池池也」。上人往テ見レハ(二)池景ヲ(一)、則如示現。（（111111））芦芦峅峅是也。遍リ為ニ(二)衆生ノ(一)此地

ニ安置(二)（（111122））諸諸像像ヲ(一)、（（111133））円円噸噸宗宗ヲ護持シテ侍ト(二)（（111144））龍龍化化会会(一)云云。（（111155））
依依結結((二二))構構室室之之宮宮ヲヲ((一一))、造(二)立精舎ヲ(一)、迁(二)（（111166））三三尊尊ノノ神神体体ヲ(二)畢。然ハ（（111177））神神者者人人

之以(レ)敬増(二)其威(一)、（（111188））人人者者神神之以(二)守護(一)、其運弥栄。故ニ（（111199））天天下下泰泰平平ノノ和和光光、、

一一切切動動（（同同））塵塵ノノ国国土土ヲ令守給。仍（（112200））立立山山宝宝宮宮和和光光大大権権現現縁縁起起 
敬白 
「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」

上上人人出出定定（（110033））同同月月廿廿九九日日自（（110044））玉玉殿殿下四十里行 至（（110055））高高崩崩云所 是（（110066））本本宮宮

（（110066））龍龍蔵蔵大大明明神神本本躰躰定定光光佛佛也 爰（（110077））一一七七日日入入定定即示現而云 自是川北有（（110088））平平原原

其内一水廻西流 （（110099））三三茎茎之之芦芦一本生出 其中（（111100））垂垂跡跡池池也也 上人往見池（地）景則

如示現（（111111））葦葦峅峅是也 遍為衆生此地安置（（111122））諸諸像像（（111133））圓圓噸噸宗宗護持（（111144））龍龍化化会会待

云々 （111155））依依講講堂堂宮宮造立精舎 遷（（111166））三三尊尊神神躰躰了 然者（（111177））神神人人以敬 其威増

（（111188））人人神神以守護其運弥栄 故（（111188））天天下下泰泰平平ノノ和和光光一一切切同同塵塵 為為国国土土守給 仍（（112200））立立

山山峯峯宮宮和和光光大大権権現現縁縁起起 敬白 
右之縁起 依于日光坊懇願雖為愚筆令拝写 訖冀固此功力與法界之群生将遊寂光浄刹焉者也

旹安永八宿舎巳亥仲夏上弦 尾張州大野邑天満山 松栄寺現住 三部傳燈大阿闍梨法印菊堂仙

筆 謹誌 
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「「延延命命院院所所蔵蔵本本」」

上人出(レ)定ヲ、（（110033））同同月月ノノ廿廿九九日日自(二)（（110044））玉玉殿殿下(一)四十里行、至(二)（（110055））高高崩崩言所(一)、

是（（110066））本本宮宮立立蔵蔵大大明明神神、、本本体体定定光光仏仏也、於(レ)是（（110077））一一七七日日ノノ間間入入定定スス、示現シテ言ク、

従(二)此河北ニ(一)有(二)（（110088））平平原原(一)、其内ニ一水流テ廻レリ(二)于西ニ(一)、（（110099））三三茎茎之之芦芦生

(二)于中(一)、此（（111100））垂垂跡跡之之池池云云、有(二)貴俗(一)云ク、遍ク為(二)（（111122））諸諸衆衆像像ノ置(二)此所ニ

(一)、護(二)持シ（（111133））円円窓窓(一)、待(二)（（111144））竜竜華華会会ヲ(一)云云、（（111155））仍仍結結((二二))構構シシ宝宝宮宮((一一))、造(二)

立精舎ヲ(一)、安(二)置シ（（111166））弥弥陀陀ノノ三三尊尊ヲ(一)、勤(二)修仏神事ヲ(一)、奉(レ)祈(二)聖朝安穏ヲ(一)、

敢テ勿(レ)致(二)懈怠ヲ(一)、（（112200））立立山山大大権権現現御御垂垂跡跡之之縁縁起起、粗依(二)聞見ニ(一)記(レ)之 
嘉永六年丑八月吉日 
主延命院玄清書之 
常什物也 
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（写真 1）

（写真 2）
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（写真 3）

（写真 4）
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（写真 5）

（写真 6）
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（写真 7）

（写真 8）
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（写真 9）
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  部分 通し番号
「福江家所蔵本」 「漸得雑記所収本」 比較結果 「日光坊所蔵本」 比較結果 「延命院所蔵本」 比較結果

Ａ 神祇七代開起、伊□諾ノ霊廟 なし × 神祇□□□□□□□伊弉諾命霊廟 ○ なし ×
Ｂ 八万諸神 なし × 八百萬神 × なし ×
Ｃ 雄尾大神 なし × 刀千雄大臣刀尾天神 × なし ×
Ｃ 御本地極楽教主阿弥陀仏 なし × 本地者極楽教主阿弥陀如来 ◎ なし ×
Ｃ 都卒寂光天 なし × 都率寂光天 ◎ なし ×
Ｄ 大宝元季 大宝元暦 ○ 大宝元年 ○ 大宝元年 ○
Ｄ 辛丑二月十六日 辛丑二月十六日 ◎ 辛丑二月十六日 ◎ 辛丑二月十六日 ◎
Ｄ 志加京四条部主 志賀原四條郡主 ○ 志賀京四條郡主 ○ 志賀京四条郡主 ○
Ｄ 越中守佐伯有若朝臣 越中守佐伯有若朝臣 ◎ 越中守佐伯有若朝臣 ◎ 越中守佐伯有若朝臣 ◎
Ｄ 同二年九月十三日 同二年九月十三日 ◎ 同二年九月十三日 ◎ 同二年九月十三日 ◎
Ｄ 嫡男有頼 嫡男有頼 ◎ 嫡男有頼 ◎ 嫡男有頼 ◎
Ｄ 父ノ鷹 父ノ鷹 ◎ 父鷹 ◎ 父鷹 ◎
Ｄ 鷹ガ峯 鷹峯 ◎ 鷹峯 ◎ 鷹峰 ◎
Ｅ 鷹峯 鷹待峯 △ 鷹待峯 △ 鷹待 △
Ｅ 欠損 父勘気スト云云 △ 父勘而云 △ 勘気シテ云 △
Ｆ 志鷹峯 志鷹峯 ◎ 志鷹峯 ◎ 志鷹峰 ◎
Ｆ 熊雄嶽 熊雄嶽 ◎ 小山嶽 × 熊雄岳 ◎
Ｆ 小山嶽 小嶽 △ 小山嶽 ◎ 小嶽 △
Ｆ 四十九窟 四十九窟 ◎ 四十九窟 ◎ 四十九窟 ◎
Ｆ 仙人窟 仙人窟 ◎ 仙人窟 ◎ 仙人窟 ◎
Ｆ 石塔 石塔 ◎ 石塔 ◎ 石塔 ◎
Ｆ 龍王嶽 竜王嶽 ◎ 竜王岳 ◎ なし ×
Ｆ 龍神 龍神 ◎ 龍神 ◎ なし ×
Ｆ 五鈷 五鈷剱嶽 △ 五鈷剱嶽 △ 五鈷剱岳 △
Ｆ 剱御山 剱御山 ◎ 剱御山 ◎ 剱御山 ◎
Ｆ なし なし ／ なし ／ 御前ノ山 ／
Ｆ なし なし ／ なし ／ キリク不動明王 ／
Ｇ 宝窟 宝窟 ◎ 宝窟 ◎ 宝窟 ◎
Ｇ 玉殿岩屋 霊殿窟 ○ 玉殿窟 ○ 玉殿岩屋 ○
Ｇ 金色ノ阿弥陀如来 金色之弥陀如来 ◎ 金色之阿弥陀如来 ◎ 金色阿弥陀如来 ◎
Ｇ 生身ノ阿弥陀如来 生身阿弥陀如来 ◎ 生身之阿弥陀如来 ◎ 生身之弥陀 ○
Ｈ 麓ニ有(二)一聖跡(一) 麓ニ一ノ有(二)蹝跡(一) ○ 麓一有聖跡 ○ 麓有(二)一ノ聖跡(一) ◎
Ｈ 欠損 五智寺 ／ 五智寺 ／ 五智寺 ／
Ｈ 欠損 薬勢上人 ／ 薬勢上人 ／ 薬勢上人 ／

Ｈ
号(二)薬勢(一)。清涼山□（１字欠
損）殊、後身ナリ。

清涼山文殊 ◎ 清涼山文殊 ◎ 清涼山文殊 ◎

Ｈ 慈朝 慈朝 ◎ 慈朝 ◎ 慈朝 ◎
Ｈ 慈興 慈興 ◎ 慈興 ◎ 慈興 ◎
Ｈ 弥陀ノ再誕 弥陀ノ再誕 ◎ 弥陀之再誕 ◎ 弥陀再誕 ◎
Ｉ 同廿三日 同廿三日 ◎ 同廿三日 ◎ 同廿三日 ◎
Ｉ 小山嶽 なし × なし × 小岳 ×
Ｉ 四十九窟 四十九窟 ◎ 四十九窟 ◎ 四十九ノ窟 ◎
Ｉ 楊□嶽 楊枝嶽 ◎ 楊持嶽 ◎ 楊子岳 ◎
Ｉ 慈興 慈興 ◎ 慈興 ◎ 慈興 ◎
Ｉ 入定 入定 ◎ 入定 ◎ 入定 ◎
Ｉ 十月一日 十月朔日 ◎ 十月一日 ◎ 十月一日 ◎
Ｉ 方広法花経 方広経并法華経 ○ 方広経并法華経 ○ 方広経　法華経 ○
Ｉ 弥陀念仏 弥陀念仏 ◎ 弥陀念仏 ◎ 弥陀念仏 ◎
Ｉ 同二十八日 同又廿八日 ◎ 同廿八日 ◎ 同二十八 ◎
Ｉ 小山之大明神 小山大明神 ◎ 小山大明神 ◎ 小山大明神 ◎
Ｉ 大日如来 大日如来 ◎ 大日如来 ◎ 大日如来 ◎
Ｉ 泰嶽 泰嶽 ◎ 泰嶽 ◎ 泰岳 ◎
Ｉ 立山ニ垂ル(レ)跡 立山垂跡 ◎ 立山之垂跡 ◎ 立山垂跡 ◎
Ｉ 弥陀ノ妙躰 弥陀妙体 ◎ 弥陀之妙躰 ◎ 弥陀妙体 ◎
Ｊ 同三年三月十五日 同三年三月十五日 ◎ 同三年三月十五日 ◎ 同三年三月十五日 ◎

Ｊ 金剛手威徳王菩薩 金剛手威徳王菩薩 ◎ 金剛手威徳王菩薩 ◎
金剛手威徳王菩薩（阿弥陀ト云
うフ）

◎

Ｊ 十攸王子 十所ノ王子 ◎ 十所王子 ◎ 十所ノ王子 ◎
Ｊ 金剛童子 金剛童子 ◎ 金剛童子 ◎ 金剛童子（大日如来不動云） ◎
Ｊ □光仏 十二光仏 ◎ 十二光佛 ◎ 十二光仏 ◎
Ｊ 八大童子 八大童子 ◎ 八大童子 ◎ 八大童子（不動云） ◎
Ｍ 玉殿 王（玉）殿 ◎ 玉殿 ◎ 玉殿 ◎
Ｍ 四月八日午ノ刻 慶雲元年（甲辰）卯月八日 × 慶雲元年甲辰卯月八日 × 四月八日 ◎
Ｍ 慈興 上人 ○ 上人 ○ 慈興 ◎
Ｍ 南無西方阿弥陀 南無西方浄土之阿弥陀如来 ○ 南無西方浄土弥陀如来 ○ 南無西方浄土ノ阿弥陀如来 ○
Ｍ 入定□七□ 入定一七日 ◎ 入定　一七日 ◎ 入定スル事一七日 ◎
Ｎ 慶雲元年甲辰六月十八日 同六月十八日 ○ 同六月十八日 ○ 慶雲元年甲辰六月十八日 ◎
Ｎ 八大地獄 八大地獄 ◎ 八大地獄 ◎ 八大地獄 ◎
Ｎ 一百三十六地獄 一百三十六地獄 ◎ 一百三十六地獄 ◎ 一百三十六ノ地獄 ◎

Ｎ
一切衆生部（群）類等皆自(レ)是
生而又無(二)此地獄(一)不(レ)堕。

一切衆生部（群）類等皆自(レ)是生而又無
(二)此地獄(一)不(レ)堕。

◎
一切衆生群類等　皆自是生面又無
不堕此地獄

◎
日本国之衆生ハ悉ク堕(二)立山地
獄(一)、

△

Ｎ 法華経記、其外伝記 法華玄義其外伝記 ○ 法華之玄義其外伝記 ○ 法花記玄義其外、伝記 ○
Ｏ 九品ノ浄土 九品浄土 ◎ 九品之浄土 ◎ 九品ノ浄土 ◎
Ｏ 十界 十界 ◎ 十戒 △ 十界 ◎
Ｏ 八大地獄 八大地獄 ◎ 八大地獄 ◎ 八大地獄 ◎
Ｏ 邪正、即ノ一之瑞イジ示 邪正一如之瑞示 ◎ 邪正一如之瑞示 ◎ 邪正即一之瑞示 ◎
Ｐ 立山権現、是熊化〆 立山権現是熊ト化シ ○ 立山権現化熊 ○ 立山権現是熊ト化シ ○
Ｐ 刀尾天神是也鷹化〆 刀尾天神化(レ)鷹 ○ 刀尾天神化鷹 ○ 刀尾天神（是鷹ト化シ玉ヘリ） ○
Ｐ 左ノ方文殊 左方ノ文殊 ◎ 左方文殊 ◎ 左方文殊 ◎
Ｐ 十万金剛童子、右ノ方普賢 十方金剛童子者右方ノ普賢 ◎ 十方金剛童子者右方ノ普賢 ◎ 十万童子（右方普賢） ◎
Ｐ 十□光仏、弥陀之変化 十二光仏ハ弥陀ノ変化 ◎ 十二光佛　弥陀之変化 ◎ 十二光仏ハ（弥陀変化） ◎
Ｐ 八大童子、不動ノ化身 八大童子（不動化身） ◎ 八大童子不動化身 ◎ 八大童子（不動化身） ◎

Ｐ
［欠損］天神、是レ立山権現
［欠損］

刀尾天神ハ是即立山宝宮和光権現大行事 △
刀尾天神是則立山峯和光大権現行
事

△
刀尾天神ハ（是立山権現大行事
也）（地主ナリ）

○

Ｐ 欠損 小山大明神ハ是権現ノ家司 ／ 小山大明神是権現家司 ／
小山大明神ハ（室堂云）（是権
現家司也、別当云）

／

Ｐ 七宝ノ瀧 七重滝 ◎ 七重瀧 ◎ 七重滝 ◎
Ｐ 欠損 勝妙 ／ 勝明 ／ 勝妙 ／
Ｐ 不動明王 不動明王 ◎ 不動明王 ◎ 不動明王 ◎
Ｐ 刀尾天神 なし × なし × 刀尾天神 ◎
Ｐ □殊嶽 寺孫カ嶽 △ 自孫嶽 △ 寺孫岳 △

Ｐ
□（１字欠損）楼羅王、則、鷹
ト示現スル也

迦楼羅王大明神 ○ 迦楼羅王大明神 ○ 加楼羅王則鷹ノ示現也 ◎

第第１１表表　　「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」とと他他のの立立山山縁縁起起33作作品品ととのの用用語語比比較較表表
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Ｐ 多聞天、或ハ薬師如来 多聞天薬師如来 ○ 多聞天薬師如来 ○ 多聞天王或薬師如来 ◎

Ｐ 龍王カ嶽、雷□王仏龍神集ル 龍王カ嶽ハ雲雷音王仏 ○ 龍王嶽雲雷音王佛 ○
竜王之岳（雲雷音王仏、竜神集
之）

◎

Ｐ
釼キノ御山、刀尾天神、五鈷釼
嶽。地獄谷、地蔵菩薩

剣ノ御山ハ刀尾天神。五鈷剣嶽ハ地獄谷
ノ地蔵菩薩

△
剱御山刀尾天神五鈷剱嶽　地獄谷
地蔵菩薩

◎
剱御山ハ（刀尾天神、五鈷剱
岳）、地獄谷ハ地蔵尊

◎

Ｐ 玉殿ノ窟ハ吉祥天 玉殿ノ窟ハ吉祥天 ◎ 玉殿窟吉祥天 ◎ 玉殿窟ハ吉祥天 ◎

Ｐ 自(二)越中(一)諸人ノ宿トハ、立 自(一)越中(二)立山宮参詣宿所虚空蔵ノ窟ハ △ 従越中立山参詣宿　虚空蔵窟 △
（自越中参詣人宿立山権現御宿
所云々）（弁才天也）

◎

Ｐ
自(二)信州(一)詣スル人ノ宿ハ、本
躰獅子無畏観音

従(一)信州(二)衆人ノ宿本体獅子無畏観音 △ 従信州衆人宿本躰獅子無畏観音 △
虚空蔵ノ窟（自諸州参詣人
宿）、本体師子無畏観音

◎

Ｐ □□嶽、本躰不照観音 稲葉嶽ハ普照観音 △ 稲葉嶽普照観音 △ 稲積之岳ハ本体普照観音 △

Ｐ
雷電本躰、天人丈夫観音、或ハ
阿弥陀如来ト云々

雷嶽ハ丈夫天人観音 ○ 雷電嶽丈夫天人観音 ○
雷電岳（御来迎ト云）（本体天
人丈夫観音或ハ阿弥陀如来ト
云々）、

◎

Ｑ 忉利ノ雲 刀利雲 ◎ 忉利之雲 ◎ 忉利雲 ◎
Ｑ 東漸鷲頭之法 東ニ■鷲嶺ノ法 △ 東漸鷲嶺汰 △ 東漸鷲頭之汰 ◎
Ｑ 細度鶏首教 西土鶏首ノ教 ○ 西土鶏首教 ○ 西土鶏前之教 ○
Ｑ 三途鐵網 三途ノ鉄網 ◎ 三途鉄網 ◎ 三途之鉄網 ◎
Ｑ 七宝ノ金台 七宝ノ金台 ◎ 七宝金台 ◎ 七宝之金台 ◎
Ｑ 悪王 悪王 ◎ 悪王 ◎ 悪王 ◎
Ｑ 焼香散花 焼香散花 ◎ 焼香散花 ◎ 焼香散花 ◎
Ｒ 同月廿九日 同月廿九 ◎ 同月廿九 ◎ 同月ノ廿九日 ◎
Ｒ 玉殿 玉殿 ◎ 玉殿 ◎ 玉殿 ◎
Ｒ 高崩 高嶺 × 高崩 ◎ 高崩 ◎
Ｒ 本宮立蔵大明神、本体定光 本宮竜蔵大明神本体定光仏 ○ 本宮龍蔵大明神本躰定光佛 ○ 本宮立蔵大明神、本体定光仏 ◎
Ｒ 一七日ノ間入定ス 一七日入定ス ○ 一七日入定 ○ 一七日ノ間入定ス ◎
Ｒ 平原 半（平）原 ◎ 平原 ◎ 平原 ◎
Ｒ 三茎芦 三茎芦 ◎ 三茎之芦 ◎ 三茎之芦 ◎
Ｒ 垂ノ跡池 垂跡池 ◎ 垂跡池 ◎ 垂跡之池 ◎
Ｒ なし 芦峅 ／ 葦峅 ／ なし ／
Ｒ 衆像 諸像 × 諸像 × 諸衆像 ○
Ｒ 円宗 円噸宗 ○ 圓噸衆 △ 円窓 ×
Ｒ 龍花会 龍化会 ◎ 龍化会 ◎ 竜華会 ◎
Ｒ 依(二)結講ニ宝宮ヲ(一) 依結(二)構室之宮ヲ(一) ◎ 依講堂宮 △ 仍結(二)構シ宝宮(一) ○
Ｒ 弥陀三尊 三尊ノ神体 × 三尊神躰 × 弥陀ノ三尊 ◎
Ｒ なし 神者人 ／ 神人 ／ なし ／
Ｒ なし 人者神 ／ 人神 ／ なし ／
Ｒ なし 天下泰平ノ和光、一切動（同）塵ノ国土 ／ 天下泰平ノ和光一切同塵　為国土 ／ なし ／
Ｒ 立山権現御垂跡縁起 立山宝宮和光大権現縁起 △ 立山峯宮和光大権現縁起 △ 立山大権現御垂跡之縁起 ◎

◎68 ◎70 ◎81
○19 ○19 ○13
△12 △13 △7
×11 ×8 ×9

／10 ／10 ／10

「福江家所蔵本」の中に記載がある用語。

他の3作品には見られるが、「福江家所蔵本」に
おいては欠損等により、記載の有無が不明な用
語。

合計 合計 合計

部分 十所王子 「福江家所蔵本」 「漸得雑記所収本」
比較
結果

「日光坊所蔵本」
比較
結果

「延命院所蔵本」 比較結果

Ｋ 第一 刀稚天［以下欠損］ 刀尾天神（不動明王） △ 刀尾天神（不動明王） △ 刀雄天神（麓地主）（不動明王） △
Ｋ 第二 火［以下欠損］ 日月燈明仏（豊高）（地蔵菩薩） × 日月燈明仏（炎高）（地蔵菩薩） × 炎高（伽羅陀山）（地蔵菩薩） ×
Ｋ 第三 禅師王子（龍樹菩薩） 禅師（龍樹菩薩） ◎ 禅師（龍樹菩薩） ◎ 禅師王子（拔度堂）（龍樹菩薩） ◎
Ｋ 第四 ［欠損］崎（聖観音） 鍬先（聖観音） ◎ 鍬崎（聖観音） ◎ 鍬先（桑谷）（聖観音） ◎

Ｋ 第五 豊棓（得大勢至）
豊楯雄（得大勢至菩薩）

△
湯楯雄（無着菩薩）

×
炎楯雄（地獄引上焰魔堂）（得大勢
至菩薩）

×

Ｋ 第六 湯棓（無着菩薩） 楯雄（無著菩薩） × 記載なし × 温楯雄（温泉）（無着菩薩） △

Ｋ 第七
吉部（文殊師利菩薩） 吉部（文殊師利菩薩）

◎
吉部（文殊師利菩薩）

◎
吉部（吉利吉部楊枝ヶ岳）（文殊師
利菩薩）

◎

Ｋ 第八 龍大明神（普賢菩薩） 八龍大明神（普賢菩薩） ○ 八龍大明神（普賢菩薩） ○ 八龍大明神（龍王岳）（普賢菩薩） ○
Ｋ 第九 湯川（千手観音） 湯川（千手観音） ◎ 湯川（千手観音） ◎ 湯川（千寿ケ原）（千手観音） ◎
Ｋ 第十 稚原（如意輪観音） 雉原如意輪観音 ○ 雉原（如意輪観音） ○ 稚原（血ノ池地獄）（如意輪観音） ◎

◎4 ◎4 ◎5
○2 ○2 ○1
△2 △1 △2
×2 ×3 ×2

「立山縁起」の諸本
第第２２表表　　「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」とと他他のの立立山山縁縁起起33作作品品ととのの「「十十所所王王子子」」比比較較表表

合計 合計 合計

部分 十二光仏 「福江家所蔵本」 「漸得雑記所収本」
比較
結果

「日光坊所蔵本」
比較
結果

「延命院所蔵本」
比較
結果

Ｌ 第一 大汝（清浄光仏）
大汝（白山十二所権現清浄光
仏）

○ 大汝（十二所権現清浄光仏） ○ 大汝（清浄光仏） ◎

Ｌ 第二 砂嶽（炎王光仏） 砂嶽（炎王光仏） ◎ 砂嶽（炎王光仏） ◎ 砂岳（炎王光仏） ◎
Ｌ 第三 別山（帝釈）（歓喜光仏） 別山（帝釈）（歓喜仏） ◎ 別山（帝釈）（歓喜仏） ◎ 帝釈（別山）（歓喜光仏） ◎
Ｌ 第四 中津原（智恵光仏） 中津原（智心光仏） ◎ 中津原（智恵光仏） ◎ 中津原（智恵光仏） ◎
Ｌ 第五 断材御坂（不断光仏） 料材御坂（不断光仏） × 断材御坂（不断光仏） ◎ 断材御坂（不断光仏） ◎
Ｌ 第六 ［欠損］窟（超日月光仏） 鷲窟（超日月光仏） ◎ 鷲窟（超日月光仏） ◎ 鷲石窟（超日月光仏） ◎
Ｌ 第七 五千原（難思光仏） 五智原（難思光仏） ○ 五智原（難思光仏） ○ 五千原（難思光仏） ◎
Ｌ 第八 箱折（無称光仏） 箱折（無称光仏） ◎ 箱折（無称光仏） ◎ 箱折（無称光仏） ◎
Ｌ 第九 破山（無量光仏） 破山（無量光仏） ◎ 破山（無量光仏） ◎ 破山（無量光仏） ◎
Ｌ 第十 熊雄（無［欠損］光仏） 熊雄嶽（無碍光仏） ◎ 熊雄嶽（無碍光仏） ◎ 熊雄（無碍光仏） ◎
Ｌ 第十一 根雄（無対光仏） 根雄（無対光仏） ◎ 根雄（無対光仏） ◎ 根雄（無対光仏） ◎
Ｌ 第十二 国見（無辺光仏） 国見（無辺光仏） ◎ 国見（無辺光仏） ◎ 国見（無辺光仏） ◎

◎10 ◎10 ◎12
○1 ○2 ○0
△0 △0 △0
×1 ×0 ×0

「立山縁起」の諸本
第第３３表表　　「「福福江江家家所所蔵蔵本本」」とと他他のの立立山山縁縁起起33作作品品ととのの「「十十二二光光仏仏」」比比較較表表

合計 合計 合計
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部分

通
し
番
号

「漸得雑記所収本」 「日光坊所蔵本」
比較
結果

部分
通し
番号

「漸得雑記所収本」 「日光坊所蔵本」
比較
結果

Ａ なし
神祇□□□□□□□伊弉諾命
霊廟

／ 慶雲元年（甲辰）卯月八日 慶雲元年甲辰卯月八日 ◎

Ｂ なし 八百萬神 ／ 上人 上人 ◎
Ｃ なし 刀千雄大臣刀尾天神 ／ 南無西方浄土之阿弥陀如来 南無西方浄土弥陀如来 ◎
Ｃ なし 本地者極楽教主阿弥陀如来 ／ 入定一七日 入定　一七日 ◎
Ｃ なし 都率寂光天 ／ 同六月十八日 同六月十八日 ◎
Ｄ 大宝元暦 大宝元年 ○ 八大地獄 八大地獄 ◎
Ｄ 辛丑二月十六日 辛丑二月十六日 ◎ 一百三十六地獄 一百三十六地獄 ◎
Ｄ 志賀原四條郡主 志賀京四條郡主 ○ 一切衆生部（群）類等皆自(レ)是生而又無(二)此地獄(一)不(レ)堕。 一切衆生群類等　皆自是生面又無不堕此地獄 ◎
Ｄ 越中守佐伯有若朝臣 越中守佐伯有若朝臣 ◎ 法華玄義其外伝記 法華之玄義其外伝記 ◎
Ｄ 同二年九月十三日 同二年九月十三日 ◎ 九品浄土 九品之浄土 ◎
Ｄ 嫡男有頼 嫡男有頼 ◎ 十界 十戒 △
Ｄ 父ノ鷹 父鷹 ◎ 八大地獄 八大地獄 ◎
Ｄ 鷹峯 鷹峯 ◎ 邪正一如之瑞示 邪正一如之瑞示 ◎
Ｅ 鷹待峯 鷹待峯 ◎ 立山権現是熊ト化シ 立山権現化熊 ◎
Ｅ 父勘気スト云云 父勘而云 △ 刀尾天神化(レ)鷹 刀尾天神化鷹 ◎
Ｆ 志鷹峯 志鷹峯 ◎ 左方ノ文殊 左方文殊 ◎
Ｆ 熊雄嶽 小山嶽 × 十方金剛童子者右方ノ普賢 十方金剛童子者右方ノ普賢 ◎
Ｆ 小嶽 小山嶽 × 十二光仏ハ弥陀ノ変化 十二光佛　弥陀之変化 ◎
Ｆ 四十九窟 四十九窟 ◎ 八大童子（不動化身） 八大童子不動化身 ◎
Ｆ 仙人窟 仙人窟 ◎ 刀尾天神ハ是即立山宝宮和光権現大行事 刀尾天神是則立山峯和光大権現行事 ○
Ｆ 石塔 石塔 ◎ 小山大明神ハ是権現ノ家司 小山大明神是権現家司 ◎
Ｆ 竜王嶽 竜王岳 ◎ 七重滝 七重瀧 ◎
Ｆ 龍神 龍神 ◎ 勝妙 勝明 ○
Ｆ 五鈷剱嶽 五鈷剱嶽 ◎ 不動明王 不動明王 ◎
Ｆ 剱御山 剱御山 ◎ なし なし ／
Ｆ なし なし ／ 寺孫カ嶽 自孫嶽 ○
Ｆ なし なし ／ 迦楼羅王大明神 迦楼羅王大明神 ◎
Ｇ 宝窟 宝窟 ◎ 多聞天薬師如来 多聞天薬師如来 ◎
Ｇ 霊殿窟 玉殿窟 ○ 龍王カ嶽ハ雲雷音王仏 龍王嶽雲雷音王佛 ◎
Ｇ 金色之弥陀如来 金色之阿弥陀如来 ◎ 剣ノ御山ハ刀尾天神。五鈷剣嶽ハ地獄谷ノ地蔵菩薩 剱御山刀尾天神五鈷剱嶽　地獄谷地蔵菩薩 ◎
Ｇ 生身阿弥陀如来 生身之阿弥陀如来 ◎ 玉殿ノ窟ハ吉祥天 玉殿窟吉祥天 ◎
Ｈ 麓ニ一ノ有(二)蹝跡(一) 麓一有聖跡 ○ 自(一)越中(二)立山宮参詣宿所虚空蔵ノ窟ハ 従越中立山参詣宿　虚空蔵窟 ◎
Ｈ 五智寺 五智寺 ◎ 従(一)信州(二)衆人ノ宿本体獅子無畏観音 従信州衆人宿本躰獅子無畏観音 ◎
Ｈ 薬勢上人 薬勢上人 ◎ 稲葉嶽ハ普照観音 稲葉嶽普照観音 ◎
Ｈ 清涼山文殊 清涼山文殊 ◎ 雷嶽ハ丈夫天人観音 雷電嶽丈夫天人観音 ◎
Ｈ 慈朝 慈朝 ◎ 刀利雲 忉利之雲 ◎
Ｈ 慈興 慈興 ◎ 東ニ■鷲嶺ノ法 東漸鷲嶺汰 △
Ｈ 弥陀ノ再誕 弥陀之再誕 ◎ 西土鶏首ノ教 西土鶏首教 ◎
Ｉ 同廿三日 同廿三日 ◎ 三途ノ鉄網 三途鉄網 ◎
Ｉ なし なし ／ 七宝ノ金台 七宝金台 ◎
Ｉ 四十九窟 四十九窟 ◎ 悪王 悪王 ◎
Ｉ 楊枝嶽 楊持嶽 ◎ 焼香散花 焼香散花 ◎
Ｉ 慈興 慈興 ◎ 同月廿九 同月廿九 ◎
Ｉ 入定 入定 ◎ 玉殿 玉殿 ◎
Ｉ 十月朔日 十月一日 ◎ 高嶺 高崩 ◎
Ｉ 方広経并法華経 方広経并法華経 ◎ 本宮竜蔵大明神本体定光仏 本宮龍蔵大明神本躰定光佛 ◎
Ｉ 弥陀念仏 弥陀念仏 ◎ 一七日入定ス 一七日入定 ◎
Ｉ 同又廿八日 同廿八日 ◎ 半（平）原 平原 ◎
Ｉ 小山大明神 小山大明神 ◎ 三茎芦 三茎之芦 ◎
Ｉ 大日如来 大日如来 ◎ 垂跡池 垂跡池 ◎
Ｉ 泰嶽 泰嶽 ◎ 芦峅 葦峅 ◎
Ｉ 立山垂跡 立山之垂跡 ◎ 諸像 諸像 ◎
Ｉ 弥陀妙体 弥陀之妙躰 ◎ 円噸宗 圓噸衆 △
Ｊ 同三年三月十五日 同三年三月十五日 ◎ 龍化会 龍化会 ◎
Ｊ 金剛手威徳王菩薩 金剛手威徳王菩薩 ◎ 依結(二)構室之宮ヲ(一) 依講堂宮 △
Ｊ 十所ノ王子 十所王子 ◎ 三尊ノ神体 三尊神躰 ◎
Ｊ 金剛童子 金剛童子 ◎ 神者人 神人 ○
Ｊ 十二光仏 十二光佛 ◎ 人者神 人神 ○
Ｊ 八大童子 八大童子 ◎ 天下泰平ノ和光、一切動（同）塵ノ国土 天下泰平ノ和光一切同塵　為国土 ○
Ｍ 王（玉）殿 玉殿 ◎ 立山宝宮和光大権現縁起 立山峯宮和光大権現縁起 △

◎93
○10
△6
×2
／9
◎7
○0
◎10
○1

◎と○の合計

十二光仏
十二光仏

第第４４表表　　「「漸漸得得雑雑記記所所収収本本」」とと「「日日光光坊坊所所蔵蔵本本」」のの用用語語比比較較表表

小計

十所王子
十所王子
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６６ 「「立立山山縁縁起起」」４４作作品品のの比比較較結結果果

６６――１１ 「「立立山山縁縁起起」」４４作作品品ににおおけけるる用用語語共共通通度度数数

第 1 表から第 4 表の内容を集約した第 5 表で、まず「福江家所蔵本」の用語と他の 3 作品の

用語とを比較し、共通用語が含まれる確率をそれぞれ検討した。次に、「漸得雑記所収本」と

「日光坊所蔵本」においても、共通用語が含まれる確率をそれぞれ検討した。 
その結果、「福江家所蔵本」の欠損箇所の項目を除いた 132 項目中で見た場合、「漸得雑記

所収本」は 79％、「日光坊所蔵本」は 81％、「延命院所蔵本」は 85％であった。概ね 80％前

後の高率であり、「福江家所蔵本」が成立した江戸時代初期の寛永 7 年（1630）から「延命院

所蔵本」が成立した江戸時代幕末期の嘉永 6 年（1853）まで、「立山縁起」の内容は、それこ

そ細部にわずかの異同は見られても、総体的にはそれほど大きな変化がなかったことが数値的

に明らかになった。なお、「福江家所蔵本」は寛永 7 年（1630）の写本であるため、その原本

の成立は戦国時代に遡る可能性がきわめて高い。 
「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」においては、「福江家所蔵本」の欠損箇所の項目も

含む全 142 項目中の共通用語は 121 件であり、やはり 85％の高率であった。 
 

６６――２２ 「「立立山山縁縁起起」」４４作作品品のの物物語語ににおおけけるる期期日日設設定定

4 作品の物語内での期日設定については概ね共通している。具体的に見ていくと次のとおり

である。 
①大宝元年（701）2 月 16 日：佐伯有若が越中守として赴任。 
②大宝 2 年（702）9 月 13 日：有若の嫡男有頼が新川郡布施院に検田に出かける。 
③大宝 2 年（702）9 月 23 日：慈興（有頼が出家した後の戒名）が高山の麓に至る。 

比較作品

検討結果
A～j・M
～R

合計
A～j・M
～R

合計
A～j・M
～R

合計
A～j・M
～R

合計

◎
○
△
×
／

約73％ 約75％ 約79％ 約85％

約79％ 約81％ 約85％

「漸得雑記所収本」対
「日光坊所蔵本」

第第５５　　「「立立山山縁縁起起」」諸諸本本ににおおけけるる用用語語共共通通度度数数

全142項目中の
◎と○の割合

用語の共
通度数。
◎と○だ
けを対象
とする。

「福江家所蔵本」対「漸
得雑記所収本」

「福江家所蔵本」対「日
光坊所蔵本」

「福江家所蔵本」対「延
命院所蔵本」

全142項目中の◎
と○の割合

「／」の項目
（「福江家所蔵
本」の欠損・不
明による）を除
く全132項目中の
◎と○の割合。

全142項目中の◎
と○の割合

「／」の項目
（「福江家所蔵
本」の欠損・不
明による）を除
く全132項目中の
◎と○の割合。

全142項目中の◎
と○の割合

「／」の項目
（「福江家所蔵
本」の欠損・不
明による）を除
く全132項目中の
◎と○の割合。

28（78）



④大宝 2 年（702）10 月 1 日：慈興が四十九窟で入定修行を始める。 
⑤大宝 2 年（702）10 月 28 日四十九窟の入定修行で慈興が小山大明神（大日如来）を感得する。 
⑥大宝 3 年（703）3 月 15 日：慈興が金剛手威徳王菩薩や十所王子、十二光仏、八大童子を感

得する。 
このように①から⑥の期日設定は 4 作品とも共通している。しかし、このあとの 4 作品の期

日設定には異同が見られる。すなわち、⑦慈興が玉殿窟での 17 日間の入定修行を始めた期日を

いつにしているかである。それを慶雲元年（704）4 月 8 日と明記しているのは「漸得雑記所収

本」と「日光坊所蔵本」である。「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」は 4 月 8 日の期日こそ

記すが、年号は記していない。⑧続いて慈興は立山地獄を感得するが、その期日を慶雲元年

（704）6 月 18 日と記すのは「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」である。一方、「漸得雑記

所収本」と「日光坊所蔵本」は同 6 月 18 日と記すので、その年が慶雲元年（704）であること

がわかる。逆に前述の⑦慈興が玉殿窟での 17 日間の入定修行を始めた期日を 4 月 8 日とのみ

記す「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」では、その年が大宝 3 年（703）ということになる。

そして、物語の最後に出てくる期日は、⑨慈興が高崩で本宮立蔵大明神を感得した日であり、

同月 29 日と記されるが、これは 4 作品とも慶雲元年（704）6 月 29 日で共通している。 
さて以上の内容を今一度整理すると、「立山縁起」諸本における期日設定については 4 作品

とも概ね共通しているが、慈興による玉殿窟での 17 日間の入定修行の開始日と立山地獄を感

得した日については異同が見られ、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」が共通しており、

一方これに対し「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」が共通している。 

６６――３３ 「「立立山山縁縁起起」」４４作作品品のの用用語語にに見見らられれるる異異同同

「福江家所蔵本」の作成者が既存の立山縁起を書写する際に誤って用語を記したか、あるい

は「福江家所蔵本」の用語が変化し、その後の立山縁起諸本の用語と微妙に異なりが生じた事

例が数件見られる。以下、第 1 表から見ていきたい。具体的には、E-14「鷹峯」→「鷹待峯」、

F-24、「五鈷」→「五鈷剱嶽」、P-82「七宝ノ瀧」→「七重瀧」の事例である。 
O-71「十界」は、4 作品のうち「日光坊所蔵本」だけが「十戒」と記しており、用語の意味

が他の立山縁起と異なっている。「日光坊所蔵本」は外注で書写・作成された作品であり２５、

書写の段階で意味が取り違えられたのだろう。 
N-68 の文章は「延命院所蔵本」だけが、『大日本国法華経経記』２６や『今昔物語集』２７に

所収された立山地獄説話の内容が意識された表現となっている。N-69 の用語は 4 作品とも、

『大日本国法華経経記』と『今昔物語集』のことを示していると考えられる。 
P-85 は、称名滝の本地垂迹関係についての異同である。「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」

では本地を不動明王とし、さらにその垂迹として刀尾天神を記すが、「漸得雑記所収本」と「日

光坊所蔵本」では本地の不動明王だけを記し、垂迹については記載がない。同様の事例は P-95
の雷電岳にも見られ、「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」では本地を天人丈夫観音か、ある

いは阿弥陀如来とするが、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」では天人丈夫観音だけを本

地としている。 
Q-97 は古代インド・マガダ国の鶏足山に関する記載であるが、そこにも異同が見られる。「延

命院所蔵本」では「東漸鷲頭之汰」に注釈が見られ、「天竺ケイソク山ヲ指ス」とある。それ

によって「東漸鷲頭」がインドの鶏足山を示していることがわかる。「福江家所蔵本」と「延

命院所蔵本」では「東漸鷲頭之法」、「東漸鷲頭之汰」と記し、鶏足山を「鷲頭」と表現する

が、一方、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」では「東□鷲嶺ノ法」、「東漸鷲嶺汰」と

記し、鶏足山を「鷲嶺」と表現している。 
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N-113 は正しい宗教用語が崩れていく事例である。「福江家所蔵本」と「漸得雑記所収本」

では「円宗」もしくは「円噸宗」と記され、それはいわゆる天台宗のことを示す用語であり、

両作品とも正しく用いられているが、一方、「日光坊所蔵本」では「円噸衆」、「延命院所蔵

本」では「円窓」と記され、両作品においては用語の意味が曲解されている。これは書写をし

た人物によるところであろう。 

７７．．立立山山開開山山縁縁起起のの中中世世とと近近世世ををつつななぐぐ寛寛永永７７年年（（ ））のの「「立立山山縁縁起起」」

立山開山縁起の成立・展開に関する研究において現在最も重視されている史料は、鎌倉時代

初期の 10 巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」である。米原寛氏はそれを後々の立山開山伝承

の原点と考え、立山開山縁起の成立時期について、10 巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」に

「顕現給本縁起」と表題を付して収載された、13 世紀初め頃と推測している２８。 
また久保尚文氏も立山開山縁起の成立史を提示したが２９、大いに示唆に富む内容であり、以

下に要点を整理しておきたい。 
久保氏はまず、立山開山縁起の原型を都の貴顕の認識に基づいたと推測される 12 世紀の『伊

呂波字類抄』に求めている。さらに久保氏は、それが以後の室町時代まで基本形態として継承

流布されたとし、しかしながら近世に至る過程で、越中在地系の縁起書は開山者名を有若に代

えて有頼名で記すようになり、そしてそのことは立山開山縁起が以後の近世にかけて在地化し、

処々折々の在地状況を取り込みつつ新たな物語化したことを意味していると指摘した。そして

こうした「新立山開山縁起」の成立過程は戦国期であったとし、さらにそれを立山開山縁起の

「近世化」と表している。 
さて、久保氏の提示内容の中で、立山開山縁起の鎌倉時代から戦国期に入るまでの展開状況

については、筆者がその時代に関する知識や情報を十分に持ち合わせていないので、正しく評

価することが難しい。ただし客観的に考えると、やはり当時の立山開山縁起そのものなどの史

料が新たに発見されない限り、以前推論の域を出ることは困難であると思われる。 
一方、戦国期に「新立山開山縁起」が成立したとする考察については、まさに本稿で筆者が

分析対象としている寛永 7 年（1630）に書写された「立山縁起」（福江家所蔵本）と結びつく

可能性が大きい。すなわち、前述の米原氏しかり、また久保氏しかり、中世から近世に向けて

進める推論に対して、筆者の近世から中世に向けて進める推論は、戦国時代で繋がると考えら

れる。 

８８．．寛寛永永７７年年（（ ））のの「「立立山山縁縁起起」」のの位位置置づづけけ

「漸得雑記所蔵本」と「日光坊所蔵本」には「芦峅」の地名が見られ（第 1 表 R-111）、同

地の由来が記されているが、こうして「芦峅」を明記するところに他の宗教村落との差別化を

計ろうとする芦峅寺衆徒の示威的な意識が表れている。しかし「福江家所蔵本」と「延命院所

蔵本」には、「漸得雑記所収本」・「日光坊所蔵本」と同じように同地の由来こそ記されてい

るものの、「芦峅」の用語は記されていない（R-111）。「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」

は「芦峅」の地名を明記し、同地の由来を記していることと、さらに「日光坊所蔵本」につい

ては芦峅寺日光坊が関与して作成されているので、いずれも芦峅寺に関わる立山縁起と位置づ

けてよい。 
一方、「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」は「芦峅」の用語が見られないことに加え、「岩
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峅」の用語も見られない。「延命院所蔵本」は岩峅寺延命院の衆徒・玄清の書写であり、その

意味では岩峅寺に関わる立山縁起ではある。しかし、だからといって「延命院所蔵本」ときわ

めて共通点が多い「福江家所蔵本」も岩峅寺の立山縁起と断定することはいささか早計であろう。 
さて従来の研究では、立山山麓において立山信仰の宗教者たちが制作した立山開山縁起は、

芦峅寺衆徒による芦峅寺系と岩峅寺衆徒による岩峅寺系の 2 系統のみで考えられることが多か

った。したがって、立山山麓で最初に作成された「立山縁起」が芦峅寺衆徒によるものだった

のか、それとも岩峅寺衆徒によるものだったのかといったことが大きな関心事であった３０。 
ところが寛永 7 年（1630）の写本である「福江家所蔵本」では「芦峅」の用語が記されてい

ないばかりか、岩峅寺に特化した記載も見られない。そうすると、この立山縁起はいったい誰

の何を目的とした制作だったのだろうか。芦峅寺衆徒と岩峅寺衆徒の共同の産物か、あるいは

それ以外の第 3 者の関与も考える必要が出てくる。この疑問に答える史料が前掲の鎌倉時代初

期の 10 巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」である。 
そこには、平安時代末期頃の立山山麓に形成された宗教集落について次のような記載が見ら

れる。 
「其師薬勢聖人、自大河南者、薬勢之建立、三所上本宮、中光明山、下報恩寺、慈興聖人建立

者、自大河北三所、上葦峅寺根本中宮、横安楽寺、又高禅寺、又上厳山之頂禅光寺千柿也、下

岩峅寺今泉也、」 
米原氏はこの史料を基に当時の立山山麓の宗教景や宗教集落の形成について詳細に論じてい

るが３１、その詳細は米原氏の著書を参照していただくとして、ここで重要なことは、鎌倉時代

初期の頃、立山山麓では、常願寺川を挟んで南側の領域、すなわち左岸側に本宮・光明寺・報

恩寺の 3 箇寺が存在し、一方北側の領域には、現在の立山町芦峅寺の地域にあたる所に中宮・

安楽寺・高禅寺の 3 箇寺、また現在の立山町千垣の地域にあたる所に禅光寺、さらに岩峅寺が

存在していたということである。 
久保氏はさらに踏み込み、この史料は、｢慈興方の芦峅寺中心の信仰組織の形成が当時以前で

あり、慈興方中心の開山史紹介に加え、先行した薬勢方を吸収一体化し、常願寺川流域登拝路

の信仰組織が形成された過程を示しているのである｣３２と指摘している。 
山元重男氏は立山山麓常願寺川左岸の本宮を古代立山信仰の聖地と考え、とりわけ本宮と立

蔵の神について現地での調査・研究を進めてきたが３３、そのなかで、地元の伝承をはじめ、本

稿でも取り上げている岩峅寺延命院の嘉永 6 年（1853）「立山縁起（書写本）」（｢延命院所蔵

本｣）や芦峅寺泉蔵坊の文政 12 年（1829）「立山大縁起三巻」（3 巻 1 冊・円隆寺所蔵）のう

ちの「立山宝（峰）宮和光大権現縁起（改定本）」、さらに芦峅寺の｢禁法第十六ケ条｣３４など

に立蔵大明神と立蔵権現が現れることを指摘し、芦峅寺衆徒と岩峅寺衆徒にとって、立蔵の神

が近世末期にも立山信仰の実を失っていなかったとを指摘している。 
さて筆者は、先に山元氏の指摘に挙げられた｢延命院所蔵本｣と概ね同じ内容の寛永 7 年

（1360）「立山縁起（書写本」（「福江家所蔵本」）を分析し、それがどのような立ち位置か

ら記されているのかを考察したい。それを端的に示すのは部分 H と部分 R の段落である。 
部分 H は、立山山麓の立山信仰世界の展開過程として、薬勢から慈朝へ、慈朝から慈興へと

続く法脈を表している。ただここでは、各上人の宗教的拠点地が常願寺川を挟んで南北（左岸

領域と右岸領域）に分かれていることは示されていない。おそらく常願寺川左岸領域の立山信

仰勢力が衰退して久しく、右岸領域の立山信仰勢力が山麓での実質的な宗教的支配権を握って

いたからであろう。したがって法脈だけが簡潔に示されている。 
部分 R には、慈興が立山山中の玉殿窟での修行を終えた後の山麓での修行について記されて

いる。その内容を見ていくと、最初は常願寺川左岸領域の「高崩」（第 1 表 R-105）３５で 17 日

間入定し「本宮立蔵大明神（本地は定光仏）」３６（第 1 表 R-106）を感得している。そのあと

右岸領域に移り、「垂ノ跡池」（第 1 表 R-110）のある場所（「漸得雑記所収本」と「日光坊
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所蔵本」ではこの場所を「芦峅」〔第 1 表 R-111〕明記している）に「衆像」（第 1 表 R-112）
を安置し、「円宗」（第 1 表 R-113）３７をしっかり守って保ち、天台寺門宗園城寺との関係が

深い「龍華会」（第 1 表 R-114）３８を勤め、宝宮や堂舎を造立して「弥陀三尊」（第 1 表 R-
116）を安置し、仏神に祈願したという。 

以上の部分HとRの内容から、寛永7年（1630）「福江家所蔵本」（書写本）は、常願寺川

左岸側の先行的に存在した立山信仰勢力の存在を法脈の継承といったかたちで取り込みながら

も、実は右岸側の立山信仰勢力の存在意義を示すかたちとなっているのである。すなわち、「

立山縁起」は成立当初、立山山麓の立山信仰の拠点集落である芦峅寺と岩峅寺だけの所産であ

ったのではなく、常願寺川右岸の芦峅寺や岩峅寺及びその他の立山信仰勢力においても共有さ

れていた縁起であったと推測した。そうすると「立山縁起」は、立山山麓の常願寺川右岸全域

の立山信仰勢力のアイデンティティを示すものであったといえよう。  

９９．．「「立立山山縁縁起起」」諸諸本本ににおおけけるる本本地地垂垂迹迹

 
「立山縁起」4 作品のなかでは、刀尾天神が鷹に化して佐伯有頼を立山へ誘う役割を担って

いる。その刀尾天神は、「延命院所蔵本」では「立山権現大行事」（第 1 表 P-80）とされてお

り、「福江家所蔵本」でも欠損のため推測を含むが、同じ箇所に「立山権現」とまで記載が残

っているので、その後の欠損部分が「大行事」であったと判断する。 
一方、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」では刀尾天神が「立山宝（峯）宮和光権現大

行事」とされ、「福江家所蔵本」」や「延命院所蔵本」と異なっている。すなわち、芦峅寺と

関係の深い「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」には立山権現に「宝宮和光」の用語が用い

られているのである。 
同じ事例は縁起の巻末でも見られる。「立山縁起」4 作品は、いずれもその巻末で、それまで

の内容の締め括りとしてこれが何の縁起だったのかを、今一度提題を記載することで示してい

るが（第 1 表 R-120）、「福江家所蔵本」」と「延命院所蔵本」では「立山大権現御垂跡縁起」

とし、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」では「立山宝宮和光大権現縁起」としている。

要するに両方とも本地・阿弥陀如来の垂迹は立山権現であり、本地・刀尾天神の垂迹は立山権

現大行事といった構図であることには変わりない。なお不動明王の位置づけについては曖昧で

あり、八大童子や称名滝の本地とされている。 
さて、芦峅寺との関わりがある「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」の立山権現号に見ら

れる「和光」の用語が示すことは、「和光同塵」であり、すなわちそれは仏菩薩が衆生を救う

ため、本来の威光をやわらげ、仮の姿を俗世に現わすことである。 
この「和光同塵」の思想は、立蔵社の立蔵の神との繋がりを想起させる。これについて山元

重男氏は、「立蔵社の御神像の神徳は、古来より「和光同塵始結縁」、「八相成道浄利物」で

あるから、神仏習合の立山主神像であると解してもよかろう。神徳は、後世の地元の縁起に記

されている立山宝宮和光大権現そのものである。」３９と述べている。 
以上の点から考えると、立山縁起諸本において、芦峅寺との関わりが強い立山縁起には、よ

り強く常願寺川左岸のかつての立山信仰勢力の面影が遺されているように思われる。 
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１１００．．寛寛永永７７年年（（ ））のの「「立立山山縁縁起起」」にに見見らられれるる信信越越交交通通のの痕痕跡跡

 
福江家所蔵の寛永 7 年（1630）の『立山縁起』には、越中の参詣者と信州の参詣者の、立山

山中での宿泊場所に関する記載が見られる４０。この立山縁起においてほとんどの内容がフィク

ションであるのに対し、その部分だけがノンフィクションであり、他の部分と比べると異質で

ある。 
ところで、立山山麓芦峅寺の一山の古文書群に 1550 年代のもので、池田城主の寺嶋職定が

芦峅の百姓の信濃への通行を停止し、今後は強行の商人を処罰することを通達した文書がみら

れる４１。こうした実態から、おそらく前述の記載は、古来の信州側からの直登の参詣者の存在

を示唆していると考えられる。 
 

おおわわりりにに

 
以上本稿では、寛永 7 年（1630）に書写された「立山縁起」（｢福江家所蔵本｣）を翻刻し、

次に既存の各種の立山開山縁起のうち、成立時期が明らかな「立山縁起」か、あるいは成立年

代の推測が可能な「立山縁起」だけを選び、今回の新出の史料と比較・検討を試みた。 
その際に用いた 4 点の「立山縁起」は、前掲の寛永 7 年（1630）「福江家所蔵本」（書写本）

と江戸時代中期「漸得雑記所収本」、安永 8 年（1779）「日光坊所蔵本」（書写本）、嘉永 6
年（1853）「延命院所蔵本」（書写本）である。 

これらの 4 作品を、主に用語の異同の面から精緻に比較・検討した結果、用語の共通度数は

いずれも 80％前後の高率であり、したがって「立山縁起」は戦国時代頃までにはすでに内容が

確立し、それがほとんど変わることなく、江戸時代幕末期まで引き継がれてきたことがわかった。 
ところで、鎌倉時代初期の 10 巻本『伊呂波字類抄』「立山大菩薩」には、平安時代末期頃の

立山山麓に形成された宗教集落について記載が見られる。それによると、当時、立山山麓では、

常願寺川を挟んで南側の領域、すなわち左岸側に本宮・光明寺・報恩寺の 3 箇寺が存在し、一

方、北側の領域、すなわち右岸側には、現在の立山町芦峅寺の地域にあたるところに中宮・安

楽寺・高禅寺の 3 箇寺、また現在の立山町千垣の地域にあたるところに禅光寺、さらに岩峅寺

が存在していた。そして、前掲の寛永 7 年（1630）「福江家所蔵本」（書写本）の内容を分析

していくと、この縁起は、常願寺川左岸側の先行的に存在した立山信仰勢力の存在を法脈の継

承といったかたちで取り込みながらも、実は右岸側の立山信仰勢力の存在意義を示すものとな

っている。 
したがって、「立山縁起」は成立当初、立山山麓の立山信仰の拠点集落である芦峅寺と岩峅

寺だけの所産であったのではなく、それらはもちろん、常願寺川右岸の芦峅寺や岩峅寺以外の

立山信仰勢力においても共有されていた縁起であったと考察した。すなわち「立山縁起」は、

立山山麓の常願寺川右岸全域の立山信仰勢力のアイデンティティを示すものであったと位置づ

けられる。 
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１１久保尚文「院政期の越中立山修験と霊験―越中地域史研究の原点⑨―」『富山史壇 第172
号』（1頁～16頁、越中史壇会、2013年）。  
１２ 米原寛『立山信仰史研究の諸論点』（桂書房、2018年）。 
１３ 「立山縁起 最古の写本 江戸初期1630年 福江北陸大学教授（小矢部市出身）発見」『

北日本新聞』（2021年1月31日）。「「立山縁起」最古の写本 北陸大教授発見 江戸以前か

ら信仰裏付け」『読売新聞 石川版』（2021年3月2日）。「立山信仰記す最古写本 北陸大

教授発見 江戸時代初期か」『読売新聞 富山版』（2021年3月9日）。 
１４ 『伊呂波字類抄』10巻本の「立山大菩薩顕給本縁起」の成立時期については、米原寛氏の

前掲著『立山信仰史研究の諸論点』（34頁～42頁）に詳細な分析があり、本稿ではその内容

に基づいた。 
１５ 阿部美香「翻刻 隠岐高田神社所蔵『高田大明神縁起』（丹表紙本）」『学苑 第889号』

（88頁～112頁、昭和女子大学、2014年）。加藤基樹「辻徳法寺蔵「鉄造阿弥陀如来坐像」と

立山信仰―「立山信仰の中世」研究の視座を開く―」『富山県［立山博物館］研究紀要 第2
2号』（16頁・17頁・19頁、富山県［立山博物館］、2015年）。「立山の開祖「佐伯有頼」

最古の記述発見 島根 南北朝期 巻物の写本」『北日本新聞』（2015年9月18日）。加藤基

樹「立山権現「矢疵阿弥陀如来」の史料的考察―立山信仰と生身仏信仰―」『富山県［立山博

物館］研究紀要 第24号』（52頁・81頁、2018年）。山吉頌平「丹表紙本『高田大明神縁起』

の再検討」『富山史壇 第193号』（1頁～13頁、越中史壇会、2020年）。加藤氏は前掲の論

文において、『高田大明神縁起』（丹表紙本）下巻の立山開山縁起モチーフが、嘉慶2年（13
88）～慶長4年（1599）に成立したことを指摘している。しかし、この論に対して山吉氏は、

前掲論文において加藤説を否定し、『高田大明神縁起』（丹表紙本）が永享8年（1436）以降

に偽作された縁起であることを指摘している。 
１６ 山吉頌平「現存最古の芦峅寺系『立山大縁起』―『漸得雑記』所収『越中立山縁起』につ

いて―」『富山史壇 第184号』（44頁～52頁、越中史壇会、2017年）。「立山大縁起最古

の写本 高岡出身の山吉さんが発見」『北日本新聞』（2018年2月7日）。『漸得雑記』所収

の｢越中立山縁起｣（寛文7年〔1667〕～享保17年〔1731〕は、芦峅寺の立山大縁起において

後に定番となる3巻1セットの形態ではなく、「立山宝（峰）宮和光大権現縁起」にあたる内

容のみが見られる。「芦峅姥堂大縁起」と「神分」の内容にあたる部分は見られない。江戸時

代中期頃は、まだ「芦峅姥堂大縁起」と「神分」が成立していなかった可能性がある。 
１７ 「立山縁起 嘉永6、丑年（1853）8月 玄清、五冊之内第三」（岩峅寺延命院所蔵）。資

料番号（延）11-50、袋綴、24.0cm×17.8cm、14枚。立山町郷土資料館編『越中立山 岩峅

寺文書集成目録』（29頁、富山県立山町教育委員会、1998年）。「立山縁起（立山町岩峅寺延

命院佐伯静夫氏所蔵本）」『富山県史 史料編Ⅰ 古代』（14頁～18頁、富山県、1970年）。

「立山縁起」『立山町史 上巻』（911頁～914頁、立山町、1977年）。 
１８ 高峯正冏「山里に生きる立山信仰―その由来と背景」『氷見春秋 第35号』（氷見春秋会、

1997年）。高峯正冏「立山の権現さま（立山権現100周年記念資料）」（1頁～4頁、論田立山
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講〔富山県氷見市〕、1976年）。「立山町郷土資料館・館長代理・安田良栄氏から氷見市論田

・光伝寺住職・高峯正冏氏に宛てられた書簡（論田立山講の什物に関する調査報告書）」（19
97年3月22日付）。 
１９ 資料番号（前）433、一巻、39.5cm×669.3cm。立山町郷土資料館編『越中立山 岩峅寺

文書集成目録』（25頁、富山県立山町教育委員会、1998年）。「立山小縁起（立山町岩峅寺、

雄山神社蔵本）」『富山県史 史料編Ⅰ 古代』（18頁～25頁）。 
２０ 資料番号（延）11-53、袋綴、24.3cm×17.8cm、21枚。立山町郷土資料館編『越中立山

岩峅寺文書集成目録』（31頁、富山県立山町教育委員会、1998年）。 
２１ 「由来書上帳（嘉永7年写） 寛延2年（1749）3月 立山別当岩峅寺、控を含む」（岩峅

寺延命院所蔵）。（延）11-11、袋綴2冊、24.8cm×19.5cm、11・9枚。立山町郷土資料館編

『越中立山 岩峅寺文書集成目録』（14頁、富山県立山町教育委員会、1998年）。 
享保元年（1716）※大縁起・小縁起に関する記載。「戦国之時分、凶賊之放火ニテ文武天皇御

綸旨并慈興上人之筆作之縁起焼失仕申候。右縁起、衆徒中写置候ニ付、唯今以写取持仕候。」 
「松雲院様、享保元年正月、於御城、立山之由来委ク御尋、大縁起小縁起、佐々内蔵助殿御印

迄御覧被為遊候……。」 
２２ （延）21-59、罫紙袋綴、24.0cm×18.0cm×、35枚。立山町郷土資料館編『越中立山 岩

峅寺文書集成目録』（52頁、富山県立山町教育委員会、1998年）。安田良栄「立山大縁起のな

りたちと他の立山諸縁起の特色について」『富山史壇 第128号』（44頁～54頁、越中史壇会、

1999年）。 
２３ 「当山若僧定書帳 芦峅寺若僧中、天保三辰八月吉日」（高瀬保編『越中立山古記録 第

2巻』39頁、立山開発鉄道株式会社、1990年）。「一、十五歳前ニ開山御真作之三通縁起、台

宗例時法花、懺法読誦仕、其上院主より赦免之得度相改、猶又小五條衣免許有之候而、若僧入

可致候事。」 
２４ 佐伯幸長『立山信仰の源流と変遷』（272頁、立山神道本院、1973年）。拙著『立山信仰と

布橋大灌頂法会―加賀藩芦峅寺衆徒の宗教儀礼と立山曼荼羅―』（25頁、桂書房、2006年）。 
２５ 拙著『立山曼荼羅の成立と縁起・登山案内図』（91頁・92頁、岩田書院、2018年）。

『富山県史 史料編Ⅰ古代』（46頁・47頁）。 
２６ 「大日本国法華経経記 巻下 第124 越中国立山の女人」井上光貞・大曾根章介校注『往生

伝 法華験記（日本思想体系7）』（208頁～210頁、岩波書店1974年9月）。「昔より伝へ言

はく、日本国の人、罪を造れば、多く堕ちて立山の地獄にあり、云々といふ。」 
２７ 「巻第14 修行僧、至越中立山会少女語第七」校注者山田孝雄他『今昔物語集 三（日本古

典文学大系24）』（287頁～289頁、岩波書店1961年3月）。「而ルニ、昔ヨリ伝ヘ云うフ様、 
「日本国ノ人、罪ヲ造テ、多ク此ノ立山ノ地獄ニ堕ツ」ト云ヘリ。」 
２８ 米原寛『立山信仰史研究の諸論点』（40頁・81頁、桂書房、2018年）。 
２９ 久保尚文「立山開山と佐伯氏の祈願―越中中世史研究の原点⑦―」『富山史壇 第168号』

（特に45頁～47頁）。 
３０ 安田良栄「立山大縁起のなりたちと他の立山諸縁起の特色について」『富山史壇 第128号』

（44頁～54頁）。拙稿「越中立山芦峅寺の由緒書・縁起・勧進記と木版登山案内図・立山曼荼

羅」『富山県［立山博物館］研究紀要 第19号』（17頁～40頁、富山県［立山博物館］、201
2年）。山吉頌平「現存最古の芦峅寺系『立山大縁起』―『漸得雑記』所収『越中立山縁起』

について―」『富山史壇 第184号』（44頁～52頁、富山史壇会、2017年）。 
３１ 米原寛『立山信仰史の諸論点』（66頁～68頁・71頁～76頁）。 
３２ 久保尚文「院政期の越中立山修験と霊験―越中地域史研究の原点⑨―」『富山史壇 第17
2号』（8頁）。 
３３ 山元重男｢立山信仰（第2章4節）｣『大山の歴史』（大山の歴史編集委員会、大山町、1990）。

山元重男『立山本宮―立山信仰史に見るその変遷―』（発行者：山元重男、2000年）。 
３４ 佐伯幸長『立山信仰の源流と変遷』（215頁～227頁）。 
３５ 瀬戸蔵山山頂（標高1320.6m）が高崩と考えられている。山元重男『立山本宮―立山信仰

史に見るその変遷―』（17頁）。以下、山元氏の著書より抜粋。「立蔵ヶ原の南端に位置す
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る「瀬戸蔵の高崩」は、立山神が降臨した場所として、また薬勢上人が立山神を据えした場所

として、さらに慈興上人がこの高崩の立山神を立山山頂にお据えしたという本宮や水須をはじ

め熊野川流域の各集落で永く伝承され、吉部山同様に立山神を祀る岩坐が設けられたと思われ

る点で、吉部山と並び立山山麓の重要な位置を占めているのである。」 
３６ 立山山麓の本宮（富山市）に所在する立蔵神社は、いつの時代からかは不明だが立蔵大明

神を祀ってきている。現在、その社名には「立蔵」の漢字をあてているが、第1表R-106に示

したとおり、立山縁起の「福江家所蔵本」と「延命院所蔵本」では「本宮“立蔵”大明神」と

表記するものの、「漸得雑記所収本」と「日光坊所蔵本」では「本宮“龍蔵”大明神」と表記

されている。すなわち芦峅寺との関係が強いと「龍蔵」と表記され、そうでないと「立蔵」と

表記されている。「龍」は水分神の象徴である。「本宮“立蔵”大明神」を「本宮“龍蔵”大

明神」と表現する芦峅寺には独特な姥尊信仰が見られる。かつて筆者はその信仰について研究

を進め、芦峅寺の姥尊の正体が大日岳及びその山脈の山の神であり、かつ芦峅寺人々にとって

は山脈の中の山から流れ出る姥谷川の水分神の性格もそなえていたことを指摘した（拙著『立

山信仰と布橋大灌頂法会―加賀藩芦峅寺衆徒の宗教儀礼と立山曼荼羅―』〔44頁～95頁、桂書

房、2006年〕）。芦峅寺側と同じような自然環境や人々の自然に対する信仰はもちろん本宮側

の人々にもあったと考えられる。常願寺川右岸領域の山の神信仰（＝水分神信仰）として芦峅

寺の姥尊信仰があり、一方それと対をなすように、常願寺川左岸領域の山の神信仰（＝水分神

信仰）として本宮の龍蔵（立蔵）神信仰があったと考えられる。 
３７ 天台宗の宗旨。天台宗の別称。円頓宗。 
３８ 近江国三井の園城寺で、龍華三会の暁に遇うことを願って、弥勒菩薩を本尊として修する

法会。また、この種の法会を一般諸寺までも行った。 
３９ 山元重男『立山本宮―立山信仰史に見るその変遷―』（60頁）。 
４０ 「玉殿吉祥天自(二)越中(一)詣スル人ノ宿トハ立山権現宿所ト云々。虚空蔵窟、自(二)信州 
(一)詣スル人ノ宿ハ、本躰獅子無畏観音。」 
４１ 「芦峅時文書16」木倉豊信編『越中立山古文書』（9頁、立山開発鉄道株式会社、1962年）。

「池田城主の寺嶋職定（もとさだ）が芦峅の百姓の信濃への通行を停止し、今後は強行の商人

を処罰することを通達した文書（1550年代）」。 
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